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東北 大 学 理学 部 岩石 硫 物 破 床 学 教 室内 
AAS 5 7 By OS BS 


会 報 


会 員 動 静 [新入 会 ] PRE (長野 市 信州 大 学 教育 学部 ), 福田 般 二 (岩手 県 九戸 郡 野 田 
AEP RE NGER), 松井 和典 (川崎 市 久本 町 工業 技術 院 地質 調査 所 ), ABE (秋田 市 手 
AHR), 東邦 亜鉛 株 式 会 社 対 州 鉱業 所 (長崎 県 下 県 郡 佐 個 村 ), 中 島 和 一 (京都 市 京都 
大 学 理学 部 地 鉄 学 教 宰 ), DER ( 仙 合 市 東北 大 学 工 学部 鉱山 工学 科 ), 富川 孝彦 Aa 
屋 市 千種 区 名 古屋 大 学 理学 部 地球 科学 教 亡 ), 矢尾 板東 (RRATRERRERMS 1O 
8), PHB (大 阪 市 北 区 南 扇 町 +2 大阪 市 立 大 学 理工 学部 応用 地学 研究 宰 )- 


[転居 及び 転勤 ] BE (長野 県 上 水 内 郡 信 里 村 信 里 小 学校 ), 田口 今 彰男 (長野 県 南 佐 
KEARSE), 山崎 寿 尋 (東京 都 板 橋 区 上 板橋 1-17), 渡辺 万次郎 (秋田 市 手形 深田 秋 
田 大 学 本 部 ), BOE (比島 出張 中 , 留守 宅 金 沢 市 典 町 49 坂井 登美 方 ), BARE (東京 
都 世田谷 区 上 北沢 町 1 丁目 218), 津島 精 一 (岡山 県 和 気 郡 三 右 町 大 平 鉄 瑞 ), 薄井 広 市 
(山形 県 最上 郡 最上 町 満 沢 ARSE), RA (福岡 市 雑 鯛 隈 元町 ), 桐生 清 
(山形 県 最上 郡 大 蔵 村 大 字 南 山東 孝和 亜鉛 大 蔵 鉄 業 所 ), 西尾 鍵 次 郎 (東京 都 柳 並 区 上 荻窪 2 
TS 304), 芦田 佐吉 (仙台 市 片平 丁 東北 大 学 理 学部 岩 破 教 室 ), 佐藤 明 (秋田 県 仙北 郡 協 
和 村 宮田 叉 鉄 業 所 ), 城石 基 (山口 県 小野 田 市 有 帆 ), BARRE (山形 県 北村 山 郡 東根 町 東和 
根 中 学校 ), 玉木 貴裕 (酒田 市 出町 20 帝国 石油 日 和 寮 ), 川村 和 太 (岩手 県 金石 市 甲子 町 
1 の 89 日 鉄 鉄 業 万 生 察 ), 保科 蛋 二 (山形 県 西村 山 郡 西川 町 大 字 間 沢川 小山 鉄山 ), 山本 
敏夫 (東京 都 品川 区 中 延 5 丁目 1318), 上 野 三 義 ( 東 京都 新宿 区 河田 町 地質 調査 所 ), 藤本 
Es (広島 県 豊田 郡 豊 町 久 比 広島 県 立 大 崎 高 等 学校 下島 分 校 ), 図師 政美 (北海 道 檜山 郡 
[ 差 町 字 橋 本 町 26), 谷村 昭二 郎 (WIR LER NS A ESSE), 鈴木 礼 吉 ( 山 
Bina Lap se EM ASR DI RUSKIL)» 渡辺 堪 (埼玉 県 秩父 属 大 滝村 中 津川 日 伏 秩 父 鉄 業 所 ), 
辺 卓 (福島 県 原 ノ 町 市 南東 原 東邦 電化 高倉 鉄 業 所 )・ 
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SMRUSRNE 秋田 大 学 鉄山 学部 地下 資源 開発 研究 所 報告 , 旭硝子 研究 報告 ,) X 
線 , 大 分 大 学 々 芸 学部 研究 紀要 ,・ 岡山 大 学 温泉 研究 所 報告 , 科学 研究 所 報告 (邦文 及び 英 
文 ), 化学 と 工業 , SE, 海外 図書 館 情 報 , 各国 原子 力 情 報 , 九州 大 学 理 学部 紀要 ( 英 
文 ), 泌 州 大 学 教養 部 地学 研究 報告 , 九州 工業 大 学研 究 報 告 (自然 科学 及び 工学 ), 熊本 大 
学 理 学部 紀要 , 技術 会 誌 , 技術 = ュー ス , SHR, 工業 技術 , 鉱業 新聞 , 高知 大 学 学術 研 
究 報 告 , 国内 出版 物 目 録 , 国立 科学 博物 館 研 究 報 告 , 国際 ライ ブラ リアン, ROLE 歯 
科 材 料 研 究 所 報告 , 資源 科学 研究 所 薬 報 , 資源 技術 試験 所 報告 , 資源 技術 試験 所 技術 資 将 , 
自然 科学 と 博物 館 , 静岡 大 学 文 理 学部 研究 報告 (自然 科学 ), BRA, MOM e oT 
See MAW, 中 央 気象 台 薬 報 , 地学 雑誌 , 地質 = ニュース, 秩父 自然 科学 博物 館 
研究 報告 , 地理 調査 所 時 報 , 鉄道 業務 研究 資料 , 電 研 月 報 , 東京 工業 大 学 々 報 , 東京 大 学 
教養 学部 自然 科学 紀要 (英文 ), 利根 , 東北 研究 , 東北 地理 , 桐 明 学 報 , 名 古屋 大 学 華 学部 
紀要 (英文 ), 名 古屋 大 学 理学 部 地球 科学 紀要 (英文 ), 日 本 化学 総覧 , 日 本 鍼 業 会 誌 , 日 本 
地質 学 地理 学 皿 報 (英文 ), 日 本 地質 学会 西日本 支部 会 報 , 広島 大 学 理学 部 紀要 (英文 ), 富 
上 針 鉄 室 貢 鑑 鉄 技術 会 誌 , 北海 道 5 万 分 の 1 地質 図 幅 及 び BSE, 北海 道 大 学 理学 部 
CR (RM), 北海 道 地質 要 報 , SMTA, 窯業 協会 誌 , 和歌 山大 学 々 芸 学部 
CR, 早稲 田 大 学 工学 部 鉄山 学科 研究 報告 , 早 衛 田 大 学 大 学院 工学 研究 薬 報 ( 五 十 音 順 ). 
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EE & X& welded tuff に つい て (予報 * 
preliminary report on the Yabakei welded tuff 
in Oita Prefecture 


a ; ae SR oY =~ (Kiyohiko Ishii)** = 
be Zz  & HB BR EC (Katsutoshi Tanida)** 
ee 青木 謙一 郎 (Ken-ichiro Aoki)** 


i LONE eer Ds Gs veh 
a ‘ESIGYR welded tuff i, 最近 まで NEL UCR EN TOR LOTS So LOH ee 
Hild, APATEMOGR DS. AE PER FEO MMIC DOT HHL, その a 
| SABIE, HORIAOTIRALNEIONS 8 LE NBL AS CLM. TCIHAME FP) (1933) に よ ae 
つて 明らか に され て いる 。 a 
筆者 等 は , Di BRE SAV CT: OME ORRAERIRU Eb, 以来 研究 を 続 、 
け て きた が , ある 程度 の 結果 を 得 た の で 簡単 に 報告 する 。 Mi. 引続き 研究 を し て いる の | 
で , その 詳細 や , 問題 点 は , 後日 > あぁ ら た め て 発表 する 。 ale 


il FH COMR ise 
cox Fiz, Plio-Pieistocene? と 云わ れ て いる 滞 成 堆積 物 や , LUD SRL 
まで に わた る 大 山 岩 類 を 基盤 と し , 之 等 を 不 整 合 に 梓 つ て いる 。 上 部 の 方 は , OE < Be 
| され て お ぉ お り , WHA ROMA welded tuff で 切ら れ て いる 。 分 布 し て いる 岩 右 の 大 部 分 「 ar: 
は , LOBERO VO THC BBLAMERMMEL  EMOMMLT BHIS 
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* BS OMA 63 回 地質 学会 総会 の 討論 会 で 発表 し た 。 
** 東北 大 学 理 学部 岩石 贅 物 破 床 学 教 密 
| 1) 加藤 起 夫 ; 圭 災 予 防 調 査 会 報告 , 85 号 , 1918 
® 2) PSRHE— ; “KI, 1; 4, 1~20, 1933 
= 63) OU Geol. Geog, 19, LA 
「 4) 7 BRA HERR RB, 1952 
「 5) 赤木 健 ; LR. 地質 調査 所 , 1933 
6) 7” ; BHR, 地質 調査 所 ) 1933 
| 7) 首藤 次 男 ; 地質 雑誌 , 59, 225~240, 372~384, 1953 
】 8) 松本 唯一 ; 前 出 , 1933 
| 9) RH; BIH, 1953 
_ 10) 筆 考 等 は , COMO, RAE 5 THe 
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merase 


FER ccobee ER RYA welded tuff 


(地図 は , S457 1 地形 図 「 森 」 


量 の 凝灰岩 状 の も の を 和 伴う 事 が 多い 。 こ の 北 灰 岩 状 の 
部 分 は , 上 部 の 話 岩 状 外 観 を 持つ 部 分 へ , SLE 
な 変化 な く 完全 に 攻 移 し , 時 間 的 な 違い を 示す よう な 
証拠 は な い 。 

この 様 な 関係 が , は つき り 判 る 良い 露頭 が , 大 分 県 
殖 珠 郡 森 町 " 森 の 東方 , 約 Skm の 所 で 見 られ た (第! 
Mo LORD 6, REAMOAILE LARD. BS 
ABE, 系 統 的 に 標本 を 控 集 し た 。 次 に 岩 相 変 化 の 有 様 
と , BARA 図表 に 示す 事 に する (第 2 図 及び 
第 1 表 )。 


ill BOR COM 
この 岩石 は , SEA ° eR, feRa Rie 
質 の も の で あつ て , 35% HIBORERGK? を 含ん で 


ZO CIARA lb THY Ro 

2) 普通 類 岩 等 の 火成岩 に 使用 する 斑 品 , 石 基 と 到 
う 語 を , 凝 灰 質 の 岩石 に 用 いる こと を 避け る 導 , BER 
hin <b Vv TRERDMERAL KO 
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産地 , 大 分 県 玖珠 郡 森 町 森 の 東 
方 Skm の 所 . - 


第 1 表 岩石 の 野外 及び 肉眼 的 観察 
—- # ROR KR 的 BB 


” HBL, BKRAAHERKECH OC. LOI. MBAOMY | 


レン ズ 状 の も の が み ら れ る 。 BERGE. HONEA L ERD 
る 黒色 の 角 図 夏 が 著しい 。 こ れ ら 夷 状 鉄 物 は 、 岩 体 の 底面 に 平行 
に 並ぶ 人 向 に あり 、 上 述 の レジ ズ 状 の も の と ぁ あい まつ て 、 流 状 構 


| 次 に 似 た 外観 を 示し て いる 。 SUC. 底面 に 平行 な 面 に 治 い 割れ 
や すい 。 岩石 は 、 一 見 、 統 密 で ある よう だ し 、 又 硬い が 、 割 合 脆 


(. By. BweRUST So 柱状 節理 が 明瞭 で ある 。 


—OVYADER Iz. 


GiUHREREREC, BE ORBAROLYAZRSASNS. = 
1~8mm で 細長 く 、 AAI. BOREL THO 
Bo MMBC ROT SMB. WERASLTMUMME. EK E 
BOO OWEL CHE ZOTW So 
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“BREECH OC. この 中 に 、1 へ 3mm の 長き の 黒曜石 様 の 細 


長い レン ズ が 見 られ る 。 PRC < ICON, RRA bi < 
DC. 次 第 に その 硬 さ を 減じ 、 ざ ら ざ らし た 感じ の も の と な り 、 
FmMlc. 2~5MM ORGERO ANAS. ARAB つき 出し て 、 
MmchA Cl So Ry FAO. ON, BAO RIB ERL v 
ZBSChVY. BLORANT. VY ZRLE ROR EOE 
BRS 70. RANBIR ER VBOCH{ BAIL. HM 
HE. HUG Bo COPE C. FERMBEAIART る 。 


WS マト リッ クス は , ガラ ス 質 の も の か ら , WREDERAMLECTE9OETH 
っ), 変化 が 著しい 。 こ の 外 , 常に 外来 岩 片 (安山岩 片 ・ シル ト 片 ) な ど を , 少 基 (1% 前 後 ” 
Be CU Bo el 8 
(A) BARE 普通 破片 状 で , 自 形 を 示す も の は 認め られ な い 。 大 き さ は ・ 最大 2mm WT 
YET Zo 大 ざっ つ ぱ に ろ みて, 全部 の 標本 に て 特に 著しい 光学 的 性 質 の 違い を 示す よう な も 
上 の も ゃ な いい ので, ここ ご に 一 括 し て 述べ る が , 尚 ) 二 , 
~ 人 後日 に ゆず る こと に する 。 

\ 普通 , 非常 に 新鮮 で , AMOS <, 
wo 成分 は An50~An38 で , 平均 An46 で ある 。 稀 に , 多量 の ちり 状 包 裏 物 EGA 


SAIL, 


LOMB. HAE HARERE CHOC. TRS SZREAANA 
RAEOSRARA SHA. OE ¢ARESC. NAW. —hl. Bb 
DE LW RTE OS. SBR. JERS OCH. RIL. Ce 
VRE IR CHO CEMORIZL YAR LIEROCW Ro HORE 


造る 見 られ ず 、 叉 、 bedding も 見 られ な い 。 多分 welded tuff 


が 堆積 し た と き の 急 冷 相 と で も 云う さ べき も の で ある と 思わ れる 。 
吸水 性 が つよ ょ よく 、 粉 状 に な り 上 易い 。 


SOHN (Ga) Soma | | 
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三 の 問題 点 も あり , その 詳し い 記 載 は © 


少量 の ちり 状 の も の を 含む に 過ぎ な 


134 BB MR @ ao 


PIB DIE RCRA AN TCOSZRLORHOTC, 外来 結 証 の 伴い が ある 。 

角 関 石 は , 2Ve=73°~76°; cAZ=14°; 多 色 性 X=greenish yellow, Y=brownish 
green, Z=dark brownish green で ある 。 

SeRCVE RS 2Ve=—58°~60°; 多 色 性 X=pale red, Y=pale reddish green, Z= 
pale green で ある 。 - 

前 通 灯 石 は , pale green で , cA Z=44°; 2VV=55°. 極 く 少量 で ある 。 

この 外 , 塊状 の 磁 鉄 鉄 が あり , また , VIAYRAKARR SNS. 

(B) マト リッ クス マト リッ クス の 座 化 は 極め て 著しく , 注目 に 値する 。 こ れる も 高 多 
く の 薄 片 を 使っ て 検 鏡 し , 記載 する 必要 が ある が , 現在 まで に な し 得 た 点 に つい て 述べ る 。 
即ち 第 3 (Nos. 2,3, 4, 6, 8, 9, 11) に 示し た 如く 露頭 秦 部 の 奨 灰 岩 状 組 織 の も の か ら , 
上 部 の 丁度 , 酸性 妖 岩 の 石 基 に 似 た も の まで 変る 。 

(1) 凝灰岩 状 の 部 分 (Nos.1 & 2; BRB) bre 1.5m 附近 まで ) この 部 分 は 
三日月 状 , スポ ンジ 状 , 鎌 状 等 の 形 を し て いる 淡 福 色 ~ 無 色 の ガラ ス 片 」 淡 福 色 の 小さ く 
砕け た 浮 石 片 及び これ ら の 間 を 堪 め る 役 細 な ガラ ス 質 の も の か ら 出 来 て いる 。 こ の 中 で , 
役 細 な ガラ ス 質 の も の は , 大 山鹿 , 火山 灰 及 び 浮 石 粉 の 混合 物 と 思わ れる が , は つき り し 
た こと は 判ら な い 。 色 は 淡 黄 灰色 で ある 。 


この 部 分 は , 普通 の ガラ ス 損 凝灰岩 に み ら れ る vitroclastic structure!) を し て いる 。・ 


- (2) 「 浦 移 部 分 (Nos.3~8) 

(a) No.3 (底部 か ら 1.8m の 所 ) 三 日 月 状 , スポ ンジ 状 等 の 形 を し て いた ガラ ス 片 は , 
22 DARD ICHIL OW Da, 結晶 線 に 沿 つ て 曲り , 全般 的 に 押し 延 ぽ され た よう に な つて 
いる 。 浮 石 感 は 気孔 が 細管 状 と な り , 束 状 と な つて いる 。 こ の 部 分 で は まだ vitroclastic 
structure を 十分 残し て いる 。 

(b) No.4 ( 亡 部 か ら 2.1m の 所 ) ガラ ス 片 は , 以前 の 三日月 状 な どの 形 が 大 分 骨 
れ て き て , 丁度 館 の ょ うに お 坪 い に く つつ き あ い , 形 も 大 きく な つて いる 。 HHO T 
VL, RAMAN O CHEN CO SEG REBEL CWS. BAI ERDF. -—TRO 
気 札 を 残し て いる が , 一 部 は 均質 化し つつ ある 。 WHE, HAREM bn. 締め 
つけ られ て いる よう な 外観 を 示す こと も あり , 堆積 時 に , 浮 石 が 十分 可 嘱 性 に 富ん で いた 
ご と を 示 農 で いる 。 一 方 , BMAD ABOPIMNE, ZEOHRADSL なり, FIRE, | 
石 片 の 囲 り を 縁取 っ て いる 。 こ うい つた 部 分 は , 副 い 複 屈 折 を 示し 脱 環 作 用 が 始ま つた こ 
と を 示し て いる 。 ま た , 所 に よ ょ つて は 真珠 状 の 割 目 が 発達 し て いる 。 

(c) No.5 (底部 より 2.4m の 所 ) 及び No.6 (底部 より 2.7m OFF) ガラ ス 片 は , お 
互 に くつ つき あぁ つて , 大 型 の 不 規 則 な 形 の も の と な り , 原形 を 失っ つて いる こと が 多い 。 だ 
が , vitroclastic structure を 示す 部 分 は , BRAM C 取り 囲ま れ た 所 な ど に BOT 
9, MOM lke 常に こう いつ た 所 が 見 られ る 。 浮 石 片 は , 殆 ん ど 均 質 な ガラ ス と な 
つて いる が , 気孔 の 跡 は , 細い 線 と し て は つき り 残 つて いる 。 全般 的 に 真珠 状 の 割 目 が 発 
達し て いる 。 また, 十字 = コル 下 で , RO BAM RTT SR TMA BH, 脱 環 化 が 次 
第 に 進ん で き て いる の を 示し て いる 。 


1) Pirsson, L. W.; Am. Jour. Sci., 40, 191~212, 1915 


ies eee : *% bt 
2X nes Z ¢ Dis 
(8) AARP OERS (Nos. 7212; Eb 5 3m の 所 より 最上 部 まで ) COME 
| なると, MOMERBL Cb, PRBERAMMOLERALNSo aS 


< OR RINE を 示す 部 分 で も る , relict vitroclastic structure を 示す 所 が 必ず 存在 


第 3 図 AR BYES welded tuff DERG ZO F 


3 a4 : 
i ¢ =k : Z oe 

= * ae Zi = \ \ a 

Xr 4 , \ E =f ; | 35 ” 

ny Pl if). BET. : . ‘ pe 

rs, 

“= 


No.2 族 部 より 1.0m の 所 …… 凝灰岩 状 部 

IN@ne oan 7 1.8m ia No. 8 fex{i } 3.5m の 所 ! 

No.4 7 aa 1 * 洒 移 部 No, 9 7% fie sno Hi \ as 8 a 
SOE 6 2 Ripon Z| Nol 1 ee we sk | 


Pl, AG; Ho, ARG; Hy, spetia; Mt, 磁 鉄 鉄 ; Z ヶ , ジル コン ; 
P, 淫 誠 片 』 GI, ガラ ス 片 』 Va, 大 山 灰 , 浮 石 粉 な どの 微細 な ガラ ス 折 売 塩 物 : 
De, BRAT A; S, BH; C, ZR (平行 = コル ) 
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LOwSo この 場合 ガラス 片 は 祖 当 に 変形 し , 押 じ 延 ば さ れ た 形 ど と なり WA DHA 
WASERIBICOS AN CCS れれ 0 ら RIG BH Fie AZ C HERA 
し て いる 。 NERMMET FAR OBL  BAICNMORCERL: NEBAZ7AR CE 
= ABM XN OB LOL, 比較 的 大 き な も の で は , CORPRMCNE ARAOME 
し て ガラ ス が 残る 事 が あり , Mik, 中 央 部 が 鱗片 状 の 鱗 弐 石 と な つて いる 事 も ある 。 一 方 , 
WBE OBS, 羽毛 様 鉱物 に 線 取 られ て , その 内 部 に 浮 石 の 一 部 が 残っ て いる 事 が 多い 。 

この 場合 , 浮 石 残 藤 中 を 走る 細線 状 の 気孔 の 延長 は , 羽毛 様 鉱物 を 生じ て いる 所 で も , 明 
BEBE OME L CROHNS (第 3 図 No.8)。 

WERK, HATE CH. て, PR= OV PE CRW ABT KAIRIE © 7 
L, EOPEtRT, ZH Fre RHRERZL OwS4Bb5hS50 


LOR DLOOMEHD CT, 少量 の ガラ ス と , 十字 = コル 下 で 弱い 複 屈 折 を 示す 微細 な 
鉄 物 の 集合 体 が 見 られ る が , BERMMIMACH Sarit, SPA CHS, CORRS 
し て いる 部 分 に , 斑 状 鉱物 や 脱 玉 生 成 物 を 桜 と し た 球 題 の 生長 が 見 られ る 。 

Bie, Lb Vy VAPOR, 六角 形 を し た 鱗 理 石 が 度々 見 ち れ る 。 


IV 要 約 

以上 の 事実 を 統 め て みる と 

(1) 野外 で , 族 部 の 凝灰岩 状 の 部 分 か ら , 上 部 の 燃 岩 状 外 観 の 部 分 えと , 急激 な 変化 を 
Peo. Sue cees 
(2) 症状 鉱物 は 破片 状 で ある 。 
(3) 7 ラス 片 は , 押し 曲げ られ むれ たり, くつ つき あつ た たり, E> MEH, BBR 
讐 物 の 間 に 締 め つ けら れ た よう な 形 を し て いる が , これ は , ZHRDBWELHS. 下部 か 
BOBACEMANTOLERL TUS 


4) ELC. 球 題 や 羽毛 様 鉄 物 を 生ずる に 至 つ て も , 必ず ガラ ス 片 や 浮 石 片 の , 元 の 
残す relict vitroclastic structure BARNA 

(5) JERE ITAL wo 
な どの 点 が 挙げ られ る が , ZORA RIL, Williams!) が 指摘 し た welded tuff の 特徴 
に , 極め て 良く 合致 する 。 

Ato, Se Al tl Cem an Cel ORE “welded tui” & Caters 
る べき も の で ある 事 が 判っ た 。 


> 研究 費 の 一 部 と し て , 文部 省 科学 研究 費 を 使用 し た 。 昭 記し て 調 意 を 表す る 。 


1) Williams, H., Turner, F., and Gilbert, C. M.; Petrography, 1954 


——a ee NS 


BF. 1 BS * 137 


秋田 県 川原 毛 産 鉛 重 唱 石 に つい て (第 1 報 が 


On the “Pb-bearing barite” from the Kawarage Mine 
in Akita Prefecture (1st report) 
Ke JI a (Makoto Shikawa}** 


UE eee (Ryoji Yamacuchij=*s 


Abstract: In this summer, we have found a weak radioactive mi- 
neral in a stream at the neighbourhood of the Kawarage Mine. It looks, 
apparently, to be a kind of barite, but differs from the latter as it is coated 
with a glossy or aggregate blackish-brown crystals and consists of three 
parts. 

We reserched it from the following view points: geological and mineralo- 
gical (Shiikawa), chemical and radioactive (Yamaguchi). Then, we con- 
cluded that either three parts were consisted mainly of ‘‘barium sulfate”’ 
contaminated with small percentages of Pb, Ca, Sr, Si and other elements 
and were a series of the sulfate sinter from the same origin, which may be 
the stream. 

In mineralogically, we found that at least the upper and middle parts 
were constructed with the fine stripe-structures. And this mineral had the 
different values of the interfacial angles from the ones of the normal barites 
and Hokutolites. 

The ratio PbSO,/BaSO, of the total mineral and the upper part was 
4.28/95.72 and 3.22/96.78 respectively. 

From these results, it may be called ‘‘Pb-bearing barite’’. 

Many questions are remained concerning to it. We are reserching it 
especially on the genetic information. 


aeteD ae 


eSATA) を 行 つ て 来 て いる が , 19554F 6 月 川原 毛 硫黄 鉄 床 調査 に FER, 


者 ほ た ま た ま 強 酸性 湧出 氷 を 混入 し て 流下 する 水中 に , BENE AT SEA 


採取 し た の で , その 概要 を 第 1 報 と し て , 此処 に 報告 する 。 


川原 毛 硫 黄 鉄 山 は , 昨年 筆者 の 報告 * し た 秋田 県 玉川 温泉 附近 の 地質 学 的 環境 即ち 


秋田 県 山伏 岳 周 辺 を 取 巻 く 鉱 床 群 一 神 鉄 鉱 , 硫黄 , 硫化 鉄鉱 等 の 各 鉱 床 に 就 い て , 1952 


ats 


を 


新 


* 本 研究 TO 一 部 は 195¢ 年 1 月 日 本 地質 学会 東北 支部 秋田 部 会 総会 の 席 上 発表 し た る も 


で あぁ ある 。 
・ 秋田 大 学 学芸 学部 地学 教室 
eee! (CAE 


Soa ee Pee DOLRRE 秋田 大 学 地下 資源 報告 , No. 9, 
1953 
2) 稚 川 誠 : 秋田 県 玉川 温泉 周辺 の 地質 秋田 大 学 学芸 部 紀要 , No.5, 1954 
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HA LE OPE Me SRA ROWE L CO SR, RAVER RU BBRBL (BRS 
BY COSR RUGMK UT DORE FT RAED REE (RAH OVER) OS 
存在 する 事 等 の 点 で 極め て 類似 し て いる 。 MTD VIB ICIS 従来 広く 知ら ちら れ て いる 放射 
HE OVE RUEBEN» 北 投石 が 産 す る 。 こ れ に 就 て は 多く の 学者 に 依 つ て 研究 され い 赤 そ 
DER も 多い 。 

J RBEORBRERMICOW CL, BEBE” Sick C SERA beeen, 放 
射 性 と 化学 分 析 結 果 に つい て , EEA SER BGR UC RO CHAN ORE STW BMS, 
筆者 等 の 取扱 つた も の と 同種 か 得 か 侍 問 あり, 赤 成 因 及 産 状 に も 不詳 な 点 が 多い の で , 
CNBR TH BRU 

ADS C4 EX BERBER EU RAEABR- MAAK LRB=, 津田 
違 並 に 大 内 浩 の 各 教 授 こ < お 礼 申 上 げ る 。 江 ス ペク トル 分 析 に 就 い て は , 三菱 金属 株 式 会 
社 の 橋本 幸一 課長 , 高橋 建治 兵 に , PPR CLASSE, 御 支 援 を 
Wott. Be CES HRERT 

SER VC BR L BSE & pO 72) RESET SR RICE ¢ BAL EW S— 

ATRL OBS BO REO EEL P20 FL CH EET So 


位 is 
RYE REG OCT SUH DO PRICE RSIS, FMR LICR L> 山伏 岳 北 方 
[UH (700m), BARU ENC RERRBU AHMET Fo AB ICLR DASE £ 
り 久 根 合 , 坊 ヶ 沢 , 三 途 川 の 各部 落 を 経て , BRIN, ALES SSS Skm 4 
に て 達する 。 三 関 と 鉱山 問 に は トラ ッ ク , 三 関 と 坊 ヶ 沢 導 に は バス の 便 が ある 。 


地 Hz 

1315m の 山伏 岳山 頂 よ り 東 南東 2Em の 地点 に 山 項 を 有する 1349m の 高松 岳 は 。 山 
ie tll RU ae kORY, COMPRIS 両 山体 の 標高 700m fro Wee 
AALS. COMUANVIRE L> 北方 へ 流下 する 河 に は , RS BMVIL JERR, 
USER HO, これ ら は 雄物川 へ 注ぎ 合 す る 。 こ れ ら の 河川 は , ERORB=IDRKRBE 
Beh LC, 標 式 的 峡谷 を 形成 し て いる 。 JINKS. 泥 湯 沢上 流 の 泥 湯 渡 泉 , DIRE 
流 の 要 湯 温泉 を 結ぶ ほぼ 東西 の 線上 に 分 布 す る 。 

本 鉱床 は , ELL CASE, 鉄 染 交代 に 依り 生成 され , 母 岩 ば は 硫 気 作用 に 依り 昼 白 大 化 ) 
AA, 24) VALOR RORARB lh YO, MERE DAL ICKINERIOA 
RTM S 0, 噴気 孔 周 辺 に は 針 状 昇華 硫黄 が 品 出 し , RE BORRILIERRE 
募 で ある 。 高 本 地域 の 地質 並 に 鉄 床 に た 就 い て は 研究 中 で , 別 報 に 述べ る 。 


th 物 の © 状 

a. 採取 地点 内 フ 沢 久 体 に 源 を 発し て 流下 する 内 ノ 沢 と , CARRE BIL 
流れ る 中 ノ 沢 と が , 硫黄 鑑 錬 場 附近 に 於 て 合流 し , 湯 別 沢 と な っ て 流下 する 。 本 鉄 物 は こ 
の 合流 点 よ り 約 10m 下 流 の 西側 の 川 周 或 は 水面 下 よ り 探 取 し た も の で ある 。 (IMAI), 


1) 南 英 一 : 至 川 温泉 北 投 右 に つい て BhMEMESE, 12, 1.23, 1953 
2) 南 英 一 , 小 等 原 美津 雄 : BK 県 渋 黒 産 北 投石 及川 原 毛 産 重 唱 右 に つい て , HUME, 36, 
S1~83, HA 4 年 PEASE : IRBOSS BALA : HEME, 36, 538, Ag 4 年 


ot eS ee 
bis. EE sp dy 


RH HO 


ALN Jl REMR AW MAD Hh 


ra 


a 0 200m 
——4 


SR 


I. AIRS LI. BT IRSKIK TI. BRA 性 SRR a. Aah 


b. BIR HK OMIA FROM RMR E SEL BRS HA BE O UE 
に 沿っ て , BALE DRA ADM AHO, CIE CHR (pH 1.0 泉 温 95°C 


U 


水量 は すく な い ) DUEL > 湯 尻 沢 に 混入 し て いる 。 ABLE 


Fs RL PT TED ZA FSR 


EME OB, ZR EIST L MOR, BEAL 2 Se UI TCE Le LL 


第 2 図 鉱物 採取 地点 


第 3 図 Gk yy PE IR 
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て 産 す る 。 (第 2, 第 3 図 参照 ) 本 鉄 物 は 第 4 5,6, 7 BAT RIC RATERE (BEB OK 
WS), 明らか に 異 つ た 外観 を 呈す る 三種 が 認め られ る 。 

BBS (1) の 結晶 は 比較 的 大 で 平均 Lem 内 外 , [IT] 1 -C BARRE DRAG LT 
荷 状 の 外観 を 示す も の で ある 。 この 両者 と も , ERP Rv tit 他 の 部 分 は 黒褐色 薄 膜 
KE CRB SNC So COMB, 単に 結晶 の 大 さ の 差異 に 依る も の か , RIGHTY % 
の が 異 る も の か , PEORIE CL SYS THUD TC, 一 応 両 者 を 分 け て 記載 する 。 

i 物 の 性 質 

Emo TR IU の 両 鉄 物 と も , 夫々 表層 部 , 中 間 部 , SEAL = BEB (BRIAR) & DERE 
に を 4 

[I] 紫電 的 大 き な 結 晶 の 侍 生 し て いる 形態 の も の (第 4, 5, 8 図 参照 ) 
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BOM EAE CNN 


10cm 


単 結 品 は 和 斜 方 卓 系 に 属し 径 の 大 いさ 0.5~1.0cm, BHUIROIBIRY & L He fbms (001), 
m (110) が 極め て 良好 に 発達 し , HX z(111) を 有する 結 品 る 認め られ る 。 (第 8 図 ) 
面 角 の 測定 結果 mAm/=80°50’ cAz=65°51’, BEBAIE (001), (110) が 極め て 明瞭 
に 発達 し , SAMS LHD 表層 に 直角 の 方 向 の 伸長 を 示す も の が , 非常 に そ 多 い 。 こ の 結 
上 品 の 表層 部 は 金属 光沢 を 有する 黒 福 色 を 時 し , 約 0.1~2mm の 厚 さ を 有する 。 
自 色 の 中 間 部 と は , (001), (110) に 平行 な 面 で , 極め て 明瞭 な 境界 を 以 っ て 割 さ れ , 
ARRBESNAW 表層 部 の 条 療 は 淡 灰 白色 乃至 自 色 , 硬度 は 3<H<4, WBS Cid 


1) 面 角 測定 者 : masts, 測定 は Goldschmitd の 複 円 式 測 角 器 に 依る 。 
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第 8 図 AMMO Ane FEM eee eo Aa LORBL Yh ARK 
1a (PRE) EL. POR SIRS CH SM, 
一 黒色 帯 と 一 自 色 帯 の 両者 を 併せ て , 一 単位 帯 と 
Ape, この 単位 層 の 厚 さ は , 平均 31.6 々 と な 
る 。 (18 個 の サン プル で , 最小 は 23.44, 最大 は 
39.44 で ある 。 HI 図 参照 ) 

MIORERI, BAMRRORRIC LOCH 
成 さ れ て いる も の も ある 。 

中 間 部 は 自 色 を 時 する 重 卓 右 欄 鉄 物 の 外観 及び 
性 質 を 有 し , 展 々 淡 礼 色 の も の も ある が , これ は 
素 層 部 境界 附近 に 於 いて て, その 渡さ を 増す 傾向 を 


有する 。 


Sit 


PA OIE Sik 1~2em, RIES < 
H<4, ARIA, ARM > Kee 
tA ht tO halkeees, 一 部 分 に 認 
め ら れる も の が 存する が , 表層 部 に 於 
ける 場合 程 構造 は , 顕著 で な く , 特に 
黒色 帯 は 表層 部 に 於 ける 様 な 黒色 を 示 
さ ず , 浴 礼 色 で ある 。 又 縮 状 構造 の 帯 
の 数 も すく な い 。 

顕微 鏡 下 で は , Exioen <¢ Bw 
認め られ る 貫 状 構 造 と 全く 同一 構造 を 
示す も の , MELO Kah AE PZ 
ほぼ ば 同 大 の 自 形 白色 微細 短 杜 状 結晶 が 
多量 含ま れ , 征 つ 不 規 則 な 配列 を な し , 
Der 
織 を 示し て いる も の が , HERBY BM 
る 。 (第 11 図 参照 ) ee : 

この 自 形 微細 短 柱状 結晶 は , 平均 0.4 A: 表層 帯 'B: 中 問 帯 平行 = ニコル x12 
mm 大 で , KA El COG BNE Ra eA (1) 使用 
を 示す 。 COBMZO TL, 成因 及び 性 質 を 究明 中 で ある が , ALD < SARIS 生成 


で , 上 生 つ 寺 酸 塩 鉄 物 " と 考え られ る 。 


第 9 図 鉱物 の 表層 帯 に 発達 する 結 状 構造 


YK 


=) 


% intersertal texture M mn X #4 


SEC MBIT OR & BS AVAIK A OFS 


G, 0.l~Imm O/B x eB 4o SBF Cl: 
中 間 部 と 同一 屈折 率 を 示し , 化学 組成 も , 表層 部 双 び 中 間 部 の も の と , ほな 同じ で ある 
Bal op 


が , AMPH LHD 5ILP, DRBNREDGR SH, 他 の 部 分 に 比 し て 強い 。 赤 基底 部 は 度々 
不 均 一 な 厚 さ を 有する 淡紅 色 帯 を 形成 し , 古 も 上 述 と 全く 同様 な 微細 結晶 が 石 基 中 に 存在 


下戸 日 日 


db SAEs 


1) この 標題 の 鉄 物 の 主 成分 た る BaSO』, PbSO,, SrSO,, CaSO, 等 の 硫酸 塩類 は 。 
何れ も 熟 濃 硫酸 に 溶け る が , この も の は 深 け な い 。 石 基 の 部 分 は 熟 硫酸 に 溶け , 
うす め る と , PSR ROUGH EHTS Zo 


HOOK eC 


第 10 図 平行 = コル x11 


第 1 図 | 平行 = コル <! 


ain 1] OA: RB MIRAE 
な す 石 基 中 に OBES 1 PEAR IE 
fk 

黒色 部 : MARNIE 


i 中 間 部 の も の と 異な る 点 は 締 状 構造 は 認め られ な い 事 で ある 。 
(ll) 役 細 結 品 鉄 物 が 系 生 し , MY IONSM, HBRERT LO or 7 SBS FR) 


表層 部 men me ま 品 は , 平均 0.1mm KC, AAR Cli ZOE ATGRE © GI LBW 
々 [lice TAKEO Mm, mM’ RU c 面 の 何れ か ー つ の en {tO Ten Vz HA 


に は , PAAR OREL TOADOMHSo RBMMs (1) と 同様 に 金属 光沢 の 黒 
ta ye (RS lmm 内 外 ) で , 極め て 明瞭 な 境界 を 以 て des » ER eA 
に は 灰白色 の 薄い 層 (l1mm 以 内 ) を 挟 在 し て いる 。 

顕微 鏡 下 で は 1] と 同様 , 黒色 と 白色 より な る 貫 状 構造 を 呈す る 。 

中 間 部 及 基 底部 は (WOOL ASC AUCH So MU) RU) 両者 の 結 品 が 混在 し て い 
る 産 状 の る も る の も ある 。 こ れ に は 第 10 図 に 示す 如く 大 結 品 の 面 を 基 毅 と し て 生成 し た 寄生 
状 役 細 結 品 が 認め られ る 。 


鉱物 の 屈折 牽 及 比重 
a. EPR PPROW EAI D WCRI KO ro 


AX BY は 上 述 の ig の 結 ; 品 を 用 いた 。 没 定 結 果 を 第 ] Fe に 示す の 結 果 le り 表 層 部 の 
白色 部 分 は , 中 問 部 及び 基底 部 の も の と 同値 で あり , RAMILA a り 高 い 値 を 示 
LCwSo 


b. 比重 試料 に つい て は , 微細 結 品 は 各 ety 困難 な た め に , I の も の を 用 い 
tio 2 OAS SL PAB L OFEARIBEMAD CHV, 次 に 示す 値 を 得 た 。 
表層 部 ( 黒 補色 部 ) 4.91 中 間 部 4.34 


Bu 
g 
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第 表 
[1] = (0.5~1) cm の 結晶 EJ) PIER | B fh A 
xz ie 8 
Fl AB | 2& Ge 
| Fe a INE Oe 

a | 1.643 1.638 1.638 1.638 1.660 1.634 
8 | 1.649 | 1.641 1.641 | 1.641 eS / 
% | 1.656 1.649 | 1.649 1.649 1.674 1.644 
Vee 0.013 | 0.011. 0.011 0.011 0.014 0.010 


1] 


E 川 産 北 投石 、 重 唱 石 の 測定 値 は 南 英 一 博士 の 文献 (前 出 3) に 依る 。 

鉱 物 の kK St 性 

G. M 計数 装置 は 島津 製 を 用 い , 距離 は 窓 か ら lcm, 電圧 は 1250 volts で 測定 し た 。 
自然 計数 は 2 ヶ の 試料 測定 毎 に 読み , 各 試 料 の 計数 差 は , この 両側 の 自然 計数 の 平均 値 
と の 差 を 取 つ た 。 試 料 は すべ て lost, 測定 は 10 分 間 と し た 。 そ の 結果 を 第 2 表 に 示す 。 


第 2 表 
a OF | Wl wz Bea(c/m/g) | 自然 計数 b(c) |est%(a-b) (c/m/g) 
Lak 20 2 19.1 | ihe 
B 23.8 19.3 | 4.5 
No. I = 
© 23.2 19.3 | 3.9 
D 23.8 19.8 | 4.0 
IN O37 19.1 aoe 
| 3B 25 '6 19.2 72 (ae 
No.I1 | - = = _ = 
are 43.3 19.1 24.2 
li 2 23.8 19.0 4.8 
\ 25.2 19.1 6.1 
ise om 26.0 19.5 6.5 
No. III | = 2a 
G — es 
D Bw 8) 20.6 eine 
At | 314.2 19.6 294.6 
BL 
4 | IA 160.2 19.5 140.7 
No. LV 
針 状 硫黄 23.5 22.0 | 185 
AG fa 岩 21.8 20.5 1.3 


ーー 
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No. I: HERRAY AREER FEA: L 72 BOY 

No. Il : 役 細 結晶 の 侍 生 し た 試料 

INO NOLS PUL SANG O 4S DSS EA TIBZE LL CWO ASR 

No. IV: 玉川 産 北 投石 . 川原 毛 産 昇華 硫黄 

A: #EHOM4 

B: 中 間 層 の 部 分 

C: BROOM 

D: A.B.C 均 等 に 混合 し た も の 

但し A. B.C 厳密 な 分 離 は 困難 で 夫々 多少 の 混入 は 免れ な か つた 。 


本 鉱物 生成 環境 と し て の 水 の 検 索 ( 第 1 図 参 照 ) 


a) 生成 位置 の 流水 殆 ん ど 無 色 透 明 。 水温 23°C。 pH 約 2.5。 0.1N AgNO, 添加 
で 相当 量 の 白色 沈 源 を 与え , 蝶 光 し て 紫 変 , 更に 過剰 の アン モニ = ニア 水 で 深 解 し , TRAE 
ROWE BL reo Hic Cl”, Fe**, AIS+ 推定 さる 。 又 Ba (NO。) 。 BRE MAZLSN 
BORA AEG RMB ES2, 酸 に も アル カリ に る も 不溶 。 SO』42- HESS, Kin, 
ロダ ンカ リ に て 夫々 直ちに 青色 及び 血色 を 与え , Fe** 確認 。 叉 赤 血 塩 で も 強 青 色 を 呈す 
Sw, Fe?+ る 相当 量 存在 する 事 を 認め た 。 ZU Y ERTIES 白色 沈 浅 に その まま 
HS を 通ずる 時 , HS CRBAOUWBE FAHY ILD Fe? 存在 の 傍証 と な る 。 As は 
認め 得 な か っ た 。 

b) 生成 位置 対岸 の 澤 泉 水 白濁 し HSRSV. MRic (CH;COO)。Pb 紙 を か ざし 
て HLS 確認 。 S2- 及 び 酸 化 剤 推定 さる 。 水温 95°C, pH 1.0, AGNO, 液 で 白色 と 黒神 色 
WOW eS %,CI” と S2- 推 定 。Ba (NO。)。 で SO,” 推定 。 昔 血 塩 , 赤 血 塩 , オキ シ 
ン 等 の 試薬 に より Fe3+ 少量 , Fe*+ 多量 を 確認 。 之 は アル カリ を 加え た 時 , 初め 生じ た 
AeA AaB BAL CK BROOD, Fe?†+ と SS の 存在 が 傍証 すら れる 。 

c) 生成 位置 より 約 40m 上 流 の 内 ノ 沢 流水 , 水温 65°C。 pH1.0 以下 。 同様 テス ト に 
より CLS, Fet+, Fe, SOP" いづ れる 少量 推定 し じ 得 た 。 As な し 。 

d) まとめ Fe3+ は Fe?+ より 裕 気 酸化 な どの 酸化 に よ つ て 生成 し た も の 。 SOY 多 
量 で ある 故 少く と る も 現在 の 流水 中 に は PbSO, や BaSO, 等 は 極微 量 し か 存在 し 得 な いで 
あろ う 。 但し 内 ノ 沢 水 の 様 な 強酸 性 水中 た は コロ イド 状 を な し て 芝 等 の 不溶 性 塩 が 存在 
Lo ZU, 多量 の 冷た い 中 ノ 沢 水 と 合 し て pH も 昇り この 位置 に 沈着 する 事 が 考え ら 
NSBo KM AsO,3-, AsO,2-, PO? OB ARFEL Zio 


( Ae fee 5 7 

a) 目的 ROBB (A) RUDE PUR a aR (C) OBE PRA EB (B) 
LITE CMRI BACH ZIBEMDYOSH. 双 放 射 能 は 抑 々 いか な る 系 列 の 原子 
より か を 知る 事 と の 二 点 を 目的 と し た 。 

b) 定性 分 析 (A), (B), (C) 三 部 共に 稀 酸 , 濃 酸 及び 王 水 に さえ 殆ど 不溶 。 (但し 
熱 濃 硫 酸 に は と ける が , うす め る と 再 沈 減 する ) 故に アル カリ 類 融 し 冷却 後 始め 水 で 
Ba?+ に よる 白 光 の な く な る 迄 押出 洗 浴 を 繰返し , 之 を 陰 イ オン 検体 と し た 。 RV CR 
を 3N-HCl で くり 返し 加 温 注解 し た 処 全部 綺麗 に 溶け た の で 之 を 陽 イ オン 検体 と な し , 
いづ れる も 古典 法 で 定性 し た 。 


146 6 GR Uh KR ab 
前 之 に 併行 し て 三菱 金属 K. KK. RA 7 SR ERB, 筆者 等 が コン ペレ 
EC SHRAT L MIE & EERE L Po 
第 12 図 MRE ART br 
224641 Ag 
——309271 Al acy Cu 
3247.54 Cu SS 
3273.96 Cu ~2230424 Ba 
> 3280.68 Ag 5 2335.27 Ba 
oe | 22 33 Zn ga ——— 2393.79 Pb 
= eee of" Me assis si 
: ea me 2476.38 Pb 
: Pee 2478.57 .C 
0 — 2506.90~ 
"eT . 2528.52 Si 
3 SU fe 2577.26 Pb 
es Soe Wi a—2614 18 
s 3380.71 Sr 
oe Ag Wal ——2663.17, Pb 
3464.57 ——Rn.Ge(?) 
3 3474 ea) or ne 3891785 Bo 
pi 2 ~357273 Pp 状 2795.53 Mg 
= or (0) : Be Pb at 
= Ca 
< 3639.58 Pb 2823 19 
RN RT ; 
: . 2852.13 Mg ご & 
fe on 2873.32 Pb 7 ge toe 92 Es 
| \\ 3683.47 Pb i 288158 Si | = EC = 
| ~~3739.95 Pb i 2897, Bi?) -- fm ~~ aojs eo < 
a ~2989 Bi(?) | = = 4215.52 Sr 
i 3891.78 Ba § NO 2 135.98 Cu 
i //390553 iS 3067 Bil?) = NY 
ak : 217C 
3933.67 ‘Ca § 307\ 59 Ba a A GO Pb 
~_>308215 A SSY PE 
BORK 

両 法 に よる 分 析 結 果 は 次 の 如 し 。 

Mc Othe Bi, U, Rn, Sn, V, Ge, Cr, Na SOREMR 疑問 で ある 。 又 古 典 法 より は 
この 他 に 各部 共に 多量 の SOY, 少量 の SO2-, 微量 の S2-, PO,B-, Fe8+ 23 HTX 
OC 

c) 定量 分 析 木村 健次 郎 氏 「 無 機 定量 分 析 」 所 載 の 方 法 に 依り , 殆ど は 重量 分 析 法 に 


KROTz, MOIR E L CHIE RAR OX) 
d) 放射 性 元素 の IBDN 放射 性 は 陰 


TOR so IP Inyo IRIS) Bb fe ef va し た 処 


川 産 北 投石 の 定量 値 を 並 記 し な た 。 
AYERS 移行 (で いた の で BHI EY 
C 部 試料 の 0.S ミ g より の も の に て , 計数 


SV (0 AFA 7 AAAI < ie. EARL 


成因 に 関す る 老 寮 
本 鉱物 の 成因 に 関し て 次 の 二 三 の 考え が あげ られ る 。 
(1) 


1) 和田 維 四 郎 ; EARekinak, EA, 1947. 


本 鉄 物 の 一 部 が , BARACK EB LL 脈 状 の 産 状 リ り ERT HDD, 第 


8k ED HER 


5 


ES Ke 2 Bet |e xk 


Pb th @=+@>@+® Ag 1 Be 


‘= Sr > EH | 全部 分 殆ど 同じ Cu we £ | D=@>@ 


Ca | >» # | @=@=@=@ Ti a 草 Baer 


s 
i 


% | @>@>@>@ | Fe | maa | BB ay 


> ORAMAZERBEN © は 彼 細 結 品 表層 部 
@) は 微細 結晶 基 旗 部 @ vA CMA Haz ER SD 

第 4 表 LAD HR 

人 束 混合 Ag tHE (EIN)| Ba SO, 

SO, 33.06 % 30.42% 30.49-~33.86 % 34.27 % 


ae lh AAS BR 


PbO 3.68 2.53 1.31~15.17 


BaU ine ec > 2 に 
(3rO0 ゃ も 含む ) 59.20 54.29 48.14.52.69 65.78 


CaO 0.61 1.49 0.04~0.58 


Al,O, . 0.56 1.02 0.18~0.64 


SiO, Li 89 6.61 0.4407.19 


2t 99.00 96.27 


= AOSUKEBIRE AAT 

(2) ABMs 現在 の 産 状 より みて , 明らか に 強酸 性 湯 貞 泉 の 流水 画 下 の も の の み が , 
| 黒褐色 表層 薄 層 を 形成 し て いる 点 よ り , (1) の 成因 に 依る 鉄 物 に , 更に 強酸 性 氷水 下 で , 
温泉 沈 混 物 と し て , 黒神 色 表 層 誤 の 形成 が 行わ れ た 。 証し て 筆者 は 次 の 理由 より , 標題 の 
4 “okie = AROBUK ESRI ICIS BAO Ze VY RURAL BD & E01 Bo 
ld, ASKYN RR VEIE HR OVE Bicme L, SAB, ZeMRRRIS EAE & rn 7cUltaK 
| の 転石 の 表面 に 沈 混 附 着 し て 結 品 が 成長 し て いる 。 顕微 鏡 下 で は , RAM BAM, 
TED CAMBER LRAT EARL 中 問 部 に も 表 選 部 程 時 名 は 著しく 


= 
4 


ay 
i | 

Ba | & & | @-@>@>@ | Al | s # | O=-O@VO=O 
i 


4 Si 中 # | @=@>O@=@ | zn | mee | ©-@>O=@ 
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TODS, 同機 の 構造 が 素 層 部 の る もの と 平行 し て 発達 し て いる 事 が 認め らち られ, これ は 両者 が 
一 連 の 洗 江 生 成 に 依っ つた 事 が 容易 に 推定 され る 。 又 本 讐 物産 地 よ り 約 10m 下 流 の 西側 で , 
流水 面 上 約 4m の 位置 に は 本 鉱物 [1] と 同形 同 大 の 自 色 乃至 淡 福 色 鉱 物 が 産 す る が この 
鉱物 に は 標題 の 鉱物 を 特徴 づけ る 黒 補色 の 薄 層 は 認め られ な い 。 これ は 特に REO 
BARA, RUKH eORBORBA (te Ev EAHA ST S%ODCTHAI 

RGN FOLEMIVCS ASABE CM EARL: BA aS 1B 
め て 徴 細 な 結 品 集合 体 で ある が , [1] Of0< BAMMAIS BRAK 4 O BERL 
古 も 一 定 方 向 の 伸長 を 示し て いる 。 これ 等 の 事 よ り ABs MRE POM 
物 で , 下 刻 作用 に 伴う 流水 面 下 の 降下 後 ( 現 流水 面 ) 泉 質 変化 に 伴 つ て , Ric Sepa 
帯 形成 が 行わ れ た も の と 考え られ る 。 
素 層 帯 の 着色 に 就 い て は , いか な る 原因 に 依る も の か 現 段 階 に 於 て は 詳 な に な し えな 
か つた の で 引続き 究明 中 で ある 。 MARNE. BO. AMIR ERT LOL#BAS 
れる が , いか な る 周期 を いみ する か は , これ を 決め 得る 根拠 る な い が , BL RMRMOA 
及 黒 色 両 層 を 以 つ て 一 単位 層 と 見 位 し , 1 年 で 形成 され る も の と 仮定 する な ら ば ぱ ば, KBR 
の 最大 の 厚 さ は 2, 12mm, 平均 約 0.7mm CH), 従 つ て 本 層 形 成 に は 54~914, 平均 
67 年 を 要する 事 と な る 。 (一 単位 層 は 平均 31.6k) 


総 括 
(1) 本 讐 物 は 結晶 形態 が 極め て 重 品 右 と 類似 し て いる 。 
(2) RHEE L TW So 
(3) 面 角 は MAM’=80°S0’ cAz=85°S0’ CHRADOSTNKIEL CHAKA CORR 
に つい て は 更に 究明 中 で ある 。 
(4) 屈折 率 は 北 投石 及 重 品 右 の も の の , 約 中 間 値 で ある 。 

(5) 化学 組成 は , 玉川 産 北 投石 と 重 唱 石 の 組成 と 極め て 類似 し , HOZORAYD, こ 
ら の も の に 近い 。 即 も PbSO,/BaSO, の 分 子 比 の 値 は 混合 試料 で 4.2/95.8, [1] の A 部 
で 3.2/96.8 で ある 。 

以上 の 議 点 よ り , 本 鉄 物 は 面 角 の 再 検討 後に た 於 いて , 決定 され る 可 き も の で ある が , 現 
Ble CLARA HES bk 大 橋 良 一 の 分 類 ) < 従っ て BERL 称し 得る る も の と 
B~ bMS 

UCAS OV CHAT A SMP, 主 な る も の と し て は 

1) 黒褐色 薄 層 の 着色 要因 

2) EET NHN EAD (LIRA) の 成因 及 録 物性 質 

3) 面 角 の 再 検討 
等 が あげ られ る 。 


1) 大 橋 良 一 : 北 投石 に 関す る 諸 問 題 , 地学 研究 , 5, 1955 
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WO Rig h S$ PROB RS Bsa ()* 
Syenitic Rocks of the Utsugiono District, Yamaguchi 


Prefecture (1) 


村 上 jt 3 (Nobuhide Murakami)** 


Abstract: Syenitic and alkali-granitic rocks are dike-like masses in 
the granitic rocks of the Utsugiono district. They are divided into the 
following six types. 

1. Leucocratic and garnet-syenitic rocks. 

Pyroxene-hornblende- and hornblende-syenitic rocks. 
Epidote-syenitic rocks. 

Potash-syenitic rocks. 

Porphyritic syenitic rocks. 

Syenitic aplite. 


Done or 


Gradational relation can be found between syenitic rocks, which are 
very crushed and recrystallized, marginal alkali-granitic rocks, and outer 
granites. When alkali-granitic rocks contact with pegmatitic veins, there 
can not be found any mutual! intrusive relation, but plagioclase crystals 
in pegmatite are albitized and in latter rocks quartz often decreases. 

From these facts, it is concluded that shear zones in granitic rocks 
have been transformed to be syenitic by the effect of metasomatic reaction 
with alkali-solution and metamorphic differentiation in granitic rocks. 
The original solution might have been albitic and followed to the arrow 
direction in geological map, being gradually potassic by the reaction with 
granitic rocks, as shown by the relation between rock types, modal com- 
positions, minerals, and the distribution of syenitic rocks. 


The peculiar syenitic rocks in the Setouchi region might equally be 
interpreted as of similar metasomatic origin. 


Dz Ga ats 
瀬戸 内 海 地域 の 花 答 岩 中 に は BALHMRARAAE 点々 と 分 布 し て いる 。 これ ら の 疾 
に つい て は 古く より 注目 され て いた が , 一 部 の 岩石 記載 を 除い て は その 地質 学 的 性 状 ・ 
成因 共に 殆 ん ど 未 解決 の 状態 で ある 。 箋 者 は 山口 県 檎 小野 地域 の (eh ic 之 等 に 類似 
DERE AML ho 現在 な ほ 未 解決 の 問題 る も る ある が , 一 店 その 興味 ある 地 損 学 的 , HS 
的 性 質 た つい て 報告 する 事 と する 。 


本 支部 例会 発表 原稿 に 一 部 加筆 補正 


* 1955 年 12 月 日 本 地質 学会 本 
| 上山 口 大 学 文 理学 部 地学 教室 
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Fig. 1. Geological Map of the Utsugiono District. 
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Il 地質 の 概略 
当地 域 は 各部 成 岩 体 の 南端 に あたる 。 筆者 い が か つて その 鬼 要 を 述べ た 様 に 分 布 す 


SV 


る 岩石 は 古い 方 より 三 郡 変成 岩 須 及 蛇 紋 岩 類 関門 層 衝 以上 を 芝 く 火成岩 類 よ り 成 る 。 Jk 


1) ALLURE (1954); 山口 大 学 理学 会 誌 5, 77 


| 成 岩 類 は 次 の 3 時 期 の も の に 分 けら れる 。 
1) SRR ERS. ETERS, ASEH Oa, NNW~NW 方 向 の 破 
BEG IISORAL Co So 周縁 部 で は 関門 層 群 の 捕獲 岩 PCB RE FEU TS 
2) Sy 出 薬 酸性 岩 類 を 貢 く 岩 株 , 岩 脈 状 岩 体 。 
3) 岩 類 Lae Beer NE GROMICKO S 次 の 様 な 岩 


型 水 認 


a 


認め らち られ, それ ら の 租 成 鉄 物量 比 は Fig.2, Table 1 SE 
sak ME (oat sida 岩 ~ 細 粒 含 APERES TE 


c) AR ARSS tee 
d) MRE 
Fig. 2. Variation in modal composition of granitic rocks. 


Plc Pl 


KF Q kF+Q M+AC 
PL; plagioclase, KF; potash-feldspar, Q; quartz, M; mafic minerals, Ac; 
accessory minerals. solid circle; hornblende-bearing biotite-granite, semi- 
solid circle; Granite, near contact to granodiorite xenolith, triangle; 
biotite-granite. open circle; coarse-grained biotite-granite, Crosses; leu- 
cocratic granites in other localities of syenitic rocks in South-western 


Japan. 


Fig. I. Geological Map of the Utsugiono District. 

1; Alluvium, 2; Quartz-porphyry, 3; Hornblende-biotite-granite-porphyry, 
4; Syenitic rocks and alkali-granitic rocks, 5; Coarse-grained biotite- 
granite, 6;.Biotite-granite, 7; Hornblende-bearing biotite-granite, 8; Por- 
phyritic granite, 9; Porphyrite, 10; Plagiophyre, 11; Granodiorite, 12; 
Shimonoseki sub-group, 13; Wakino sub-group, 14; Sangun crystalline 
schists and serpentinites, 15; Fault, 16; Flow direction of alkali-solution, 
I; Boundary line between leucocratic syenitic rocks and hornblende- 
syenitic rocks, Il; Boundary line between soda-rich pyroxene-hornblende- 
syenitic rocks and pyroxene-hornblende-syenitic rocks or epidote-syenitic 
rocks (western district), IIlI; Boundary line between hornblende-syenitic 
rocks and epidote-syenitic rocks, IV; Boundary line between potash- 
syenitic rocks and epidote-syenitic rocks. 


) ALE2E (1955); #eK 39, 68 
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・ 価 れる も アプ ライ ト , ペグ マタ イト を 件 い , MER, GMBAMICEONS. ZED, 
c, d OBIS CAN, これ は 岩 此 の 綱 入 時 に 生じ た も の と 思わ れる 。 AES 
EA S_LMO (oS ht BAI BRL CT Bo 


Table 1. Average Modal Composition of Granitic Rocks. 


Minerals | Porphy- | Fine- Biotite- | Hornbie-| Granite, Coarse- 
ritic grained] granite | nde near contact| . grained 
granite | granite bearing |to granodio-| biotite- 
| biotite- ~ [rite xenolith| granite 
| granite 
Hornblende 1.7 0.3 OT 
Biotite | nS) 6.1 St | 332 i.8 
Plagio- Aas) ae | ※ 
Maes 43.5 | 33.7 | 35.9 35.9 26.7 26.0 
Potash- 922 OR | Ep) 9eE 27 2 
feldspar 23.8 32.5 | 28.2 26.8 37.0 38.3 
Quartz 229) Vf = Vist cow Late) 30.5 32.7 3358 
Accessory | 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 


| 
| 


(EMILE : SOROB LOBE, MAN 中 性 ~ 草 灰 長 石 , 角 了 図 石 , 黒雲 績 より 
成り , 石 基 は 徴 文 象 質 で 主 に 石英 。 カ リ 長 石 , 灰 草 長石 より 成る 。 

HERG SG RESIEME : TERRE WET SEROBEC, 前 者 に 近い 所 で は 
SEBO ES (BEIT LARA ENSM, BNSICONMAIS ( RV BEDE 
WEL CX So HERAEAD RAMS PEN BRERA CB OREL COSA, 周縁 部 は 比 
較 的 新鮮 な 灰 草 長石 より 成り , RRL RRR 7 CHE L UMSo BIS RSE RLS 
RAB MBA o tEmAN mee ae elc KOT hybridization を うけ 生成 し た も の と B 
われ る 。 

細 粒 含 角 図 石黒 雲 年 花岡 岩 : 含 角 隊 石 黒雲 母 花 賠 岩 に 接し 両者 の 境 は 潤 移 的 に 見 える 
事 も 多い が , 前 者 は 後者 に より 混成 化 を うけ て いる 。 そ の 性 状 よ り KO OGM FECES FE 
状 花 賠 岩 の 粗 灯 化 に より 生じ た と 考え られ る 岩石 で ある 。 
黒雲 母 花 章 岩 : 粗 粒 で 淡紅 色 の カリ 長石 が 特徴 的 で , アプ ライ ト , ペグ マタ イト を 多 
伴う 。 南 部 に 分 布 が 広い 。 和 余 長 石 は An 13~40 の 成分 を 有する 。 

@ AAR TE: REAVER LAG atin, SES 増し , TERPISES 
体 に 近い 所 程 多 く 含ま れる 。 (AL TERE RATES CHET SPAT CIMA IC  URG, 
右 英 量 の 多い 事 が ある 。 倖 長石 に は 可 成 り 石灰 質 (An40~80) OR BABZAD, VA 
一 成分 の 料 状 集合 体 が 含ま れる 。 BEATERS (EMRE FIRM LIZLOL 思わ れ 
る 。 

FEAR SER TE Rae : 極め て 粗 炒 で 黒雲 母 少 く カ リ 長 石 が 多い 。 SEAS oO TERS BE 
比 し 酸性 (An7~25) CRRHPRESS C.D RAISIN 94 b BIEL, yee 
Ft ZARA LW sodic rim が 生じ て いる 。 ア プラ イト 脈 が 多い 。 


“~~ 


lt Hf Rk BR 
その 鉄 物 組成 , 組織 等 より 次 の 様 に 分 た れる が , fl Y DEBARY TERRES 


e 


3 


RE ES 


BCA DA OTE EEL CRN Bo TH) TERE EAE hic Be EH 選 
する 事 も ある 。 
a) HAARRARARKRMEMREE Fig. 3. Syenitic rock and alkali- 
ie : granitic rock in dike-like form. 
b) KSiRa-ARaBES & SPARES 
BS 


) RRA AS 
d) 7 WRBES 
¢) HRARASRS 

1) 7774} BRS eS 

ASMA Cie a Re ARSE ERO 
部 に , b,c, d, i SANERES (EMAC, ec 
Em alt, RSS me ROT TZ 
4 } Beier R DNS 

これ ら の 岩 体 は 花 賠 岩 体 の 周縁 部 , 特に 既 述 
の 破砕 整 中 に 多い 。5cm~300m; 3438 30cm 
や 5m 竹 の 脈 状 体 (Fig. 3) で 時 に 直交 する 枝 Gr; hornblende-bearing biotite- 
状 部 を 有する 事 も る あり, RICKY PROBA granite, Sy; svenitic, rock, Ga; 
ある 。 脈 の 走向 は WARE LY 明か な 様 に 花 。 alkali-granitic rock. 


Table 2. Modal Composition of Typical Syenitic Rocks. 


io) 


Minerals|Leucocra-| Garnet-| Hornble-| Hornble-|Epidote-| Potash-| Syenitic 
|tic syeni-| syenitic| nde-pyr-| nde-sye- |syenitic | syenitic| aplite 
| tic TOC Kw OX EN DCC rock rock 
| rock | syenitic | rock 
| | rock 

Pyroxene | | 10.3 

Hornble- | | 1.0 115 
nde 

Epidote | 0.2 0,3 15.8 10.2 

Garnet 14.3 |} 0.8 

Plagio- | = % 

ih oes 83.5 69.9 84.7 They 40.5 8.3 O99 

Potash- | | | r es 

feldspar | 6.6 33°7 80.3 

Quartz 16.2 S89 Dish 0.0 6.4 0.1 
Others 0.3 0.3 4.0 1.8 0.5 1.2 0.1 
山 岩 体 の 周縁 境界 線 に 落 行 し て 変化 し , 特に 長尾 峠 西部 で は NW60° より NE40° yee 


変化 し て いる 。 同一 走向 の 破 確 帯 ・ 節 理 ・ 岩 脈 類 も 多い が , NESO~70° DEG ¢ (ARE 
BBIRNICAONZ o 
Ill 鏡 下 の 性 質 
構成 鉄 物 は 斜 長 右 , カリ 長石 , 石英 , Kees, Aho, mika Kee Remy 
LL CRRA BEE, HRA FIVE, 鉄 録 類 , 硫化 鉱 , ジル コン , 焼 灰 石 等 より 成 


1) アル カリ 交代 を うけ た 花 間 岩 が 直接 する 事 も ある 。 
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Zo MMOL CBRE AOZLUOSORATC, 波動 消 光 , 屈曲 , Bae Be EAE 
DENA HBO 5N4So ; 

NEE An2~14 の 成分 で 岩 体 に よる 成分 差 は 認め られ な い 。 塵 状 包 有 有 物 多く 著しく 工 
り , 特に 有色 鉱物 の 多い 岩 夏 に 著しい 。 ア ルカ リ 花 賠 岩 質 岩 で は 著しく 絹 雲 母 化 し た 石灰 
質 核 部 の 見 られ る 事 が ある 。 次 の 様 な 産 状 の も の が ある 。 

(1) 大 型 半 自 形 品 , アル バイ ト 双 上 唱 が が 発達 する 。 

(2) PMR LURSZAH A, RIERHER CHROFERM SRATAAL 
FUAVIERBRAUCUHCHS. AERO DO HE, 久 網 正典! KID BER 
BR BOLF) VAR AMMAN TOSS 世界 各地 の keratophyre 類 に 含ま れる 
chequer-albite?) < 灯 似 し た も の と 思わ れる 。 

(3) mortar texture を 成す 粒状 集合 体 

(4) 大 型 余 長石 分 カリ 長石 中 に 含ま れる 細い 粒状 品 。 時 に 弱い 団 芝 構 造 認 め ら れる 。 

(5) 破砕 組織 の 著しい 所 に 履 々 ある 細い 脈 状 体 。 緑 譜 石 等 の 細 脈 に 度々 伴わ れる 。 

カリ 長石 主 に 間際 充 培 を な し 和久 長 石 , 有色 鉱物 の 粒状 晶 を 含む 。 カリ 内 長 岩 任 岩 及 
PRANAB O—H Clk 大 い に 玉 状 変 唱 を 成 し 他 の 鉱物 を 包 有 する 。 か か る BAR 
HHORREARAO 周縁 部 * ア ルカ リ 花 賠 岩 人質 岩 で は EX WV RAILS 録 長 石 の 交代 が 
認め られ る 。 BAMLESBAD AVIA, 或いは 不 規 則 に 行わ れ 遂 に 以前 の 外形 の まま 全体 が 
交代 され る 。 徴 余 長石 構造 は 認め られ な い が 光 学 性 より 徴 鈴 長石 に 属す る 事 が 分 る 。 

石英 他 の 録 物 を 交代 或 は 包 信 し 多く 間際 充 堪 を し て いる 。 交代 は 岩 体 の 周縁 部 に 閉 し 
《 く 初期 は BBCI BARA COR DAU 光学 方 位 を 同じ くす る ANS WARBO 
散 点 に な る 。 こ の 交代 が 著しい と 石英 は 斑 状 変 卓 質 と な る が , MIRROR Bo 

KREA カリ 長石 の 比較 的 少 い 岩 体 の 内 部 に の み 含ま れ ア ルカ リ 花 賠 岩 質 岩 に は な 
Wo RORRAK CHRAOHRI DY, 又 カ リ 長 石 中 に 含ま れる 事 る ある 。 大 きい 結 品 は 
ARAB eS A poikiloblastic texture を 示す 事 る ある 。 淡 黄 緑 色 で 多 色 性 は 極め て 

B¢ 2V (+) =62°~67°, B=1.727 c 人 Z =48° へ 49°。 AGILE R BER EES © 

Ae HAO ld 0 Mic ARAN RE BBTV ERB RRBOEMSD ERC 
いる 。 告 長石 の 間際 に 粒状 集合 或いは 毅 点 し 岩 体 の 流 理 に 沿い 細長 い 形 を と る 事 も ある 。 
基 他 poikiloblastic に な る 事 , 粒状 及 細 脈 を 成す 事 も ある 。 2V(—) =37~42°, cAZ= 
20~22°, n;(110) =1.679, n,(110)=1.701, X=pale greenish yellow, Y=yello- 
wish green, Z=bluish green~greenish blue 

mika mRMRANRah as, DUNBAR RIN DIES TVA UREA BOER 
HLLC LAANReA SO WML CeENS SRAOMMMR DRA, 石英 中 
ORD RBS ATE RAORO BUR Gh & LC, 叉 細 脈 を 成す 事 も ある 。2V(-) =69°~79° 

KG BAAN Ree Ss BRANES ES Pim S  , ARIE 
Bee Sh eRAN Ra ali vEReENZ. 肉眼 で は 緑黄色 で 細い (110) Of Ri 
が 良く 発達 し て いる 。 鏡 下 で は BHC 倖 長 石 の 間隙 及 石 英 中 に 自 形 品 或 は MORES 
を 成 し て いる 。 可 成り 著しい 析 屈 折 が あり SUR REE EL polysynthetic twinn が 発 
達し て いる 。 N>1.818, ay=11.99~12.00A2) (2) 


1) 杉 健 一 , 久 網 正典 ; Ok 31, 209, 1944 
2) Battey, M. H.; Geol. Mag. 92, 104, 1955 
3) X 線 粉末 写真 撮影 解析 は 九州 大 学 広渡 文 利 氏 に よる も の で , FOL ACRES ZS 


meen, TNE) 155 


AHAOZOY b4 Fee RICKRENKREB 


Calcic plagioclases associated with chloritoid schists in the 
Hitachi District, Ibaragi Prefecture 


Bey 陽太 Hb (Yotaro Seki)* 


Abstract: The modes of occurrence, optical properties and X-ray 
powder pattern of calcic plagioclases with chemical composition of about 
ANyg-Ab, found in the chloritoid schists in the Hitachi district are described 
and some of geological considerations are discussed. 


ia 

AruwGO7 AY bh 4 EY 片 着 に つい て は 渡辺 *) 及び 鈴木 3) に よる くわ し い 研 究 が あ 
Do 本 報告 で は ), この クロ リト イド 片 岩 中 に 発見 され た 灰 長石 の 産 状 , 光学 的 性 質 及 び X※ 
線 に よる 吟味 の 結果 を 記載 し 合せ て その 地質 学 的 , 岩石 学 的 意義 を の べ る 。 

この 研究 に 際 し て 多大 の ご 援助 を 頂い た 渡辺 万 次 郎 , BA INES. AE, B 
田 衛 , 加納 博 及 び 黒 田 吉 益 の 講 氏 に 深く 感謝 する 。 

本 地方 の 変成 岩 ・ 火 成 岩 の 概 観 

日 立地 方 の 変成 岩 及 び 火 成 岩 に つい て は 古く より 多く の 研究 が 発表 され て いる *-9% 

NG EE NN TOE NR ED US 


oa = (a) Ea in (aa Do = 
HAZ 7 Ob 4 FP elk, FEI, BH, PVE, FA, TOV EAE, イル メ ナ 
A}+}BRUSEOBRALUMA PROBA Bi 図 に 示さ れ て いる よう に , 大 雄 院 北 
Rab, 諏訪 鉄山 南西 まで の 問 に NNE-SSE 方 向 に MHL OO AHt 4S. クロ リト イ 
Feld 常に ARB E 密接 に と も な い , 両者 は 3cm 又は それ 以上 の 巾 で 坪 層 し て いな た 
Y, MBBRBB RCV YARIZODEN THAI EMBWM, MW FAV b AEH BOA 
布 は 必 ら ず し る ゃ も 大雄 院 花 賠 関 緑 岩 の 分 布 と は 一 致し て いな いけ れ ど る も , Ai Ge7E PURE 


Dil 


埼玉 大 学 文 理学 部 地学 教 窒 
1) 鈴木 (U9279 は オレ ライ ト と よん で いる が 廊 Mn を ほとん ども つて いな いな と 記 
われ る の で , ここ で は グロ リド イド と は よぶ (Winchell 葬 1952 pp. 393-394). : 
2) 渡辺 亡 次 郎 ; 東北 大 卒論 (手記 ), 1916 
) GAME; WHE, 34, 83~109, 118~131, 1927 
) 黒田 吉林 ; We, 57, 135~142, 1951 
) 黒田 吉 益 , 倉林 三郎 ; 地質 , 53, 55~62, 1952 
) 渡辺 万 次 郎 ; 鉱山 地質 , 2, 113~119, 1952 
7) BA; 日 立 鉱業 所 探査 課 報 告 , 1953 
) 
) 
) 


島田 衛 他 ; 鉱山 地質 , 5, 102~116, 1955 
渡辺 岩井 他 ; 地球 科学 , 24, 1~11, 1955 

これ は クロ リト イド 斉 岩 の 産 状 と し て 国内 ,) 国外 を と は ず 共通 し た こと で , クロ リ 
トイ ド 片 岩 の 成 因 を と く た め の 大 切な カギ と 思わ れる 。 
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地方 の 地質 図 一 鈴木 (1927), 黒田 及び 倉林 (1952), 高田 他 (1953) 
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Japan Sea. 


5 Km. ieteatee| 


1. GEARS, 2. RE DMs - Be-akeekivae 3. ANAK, 
4. 黒雲 母 片 麻 岩 , 5. heats, 6. クロ リト イド 片岩 , 7. AERC. 
8. 人 入 四 間 花 向 較 緑 岩 , 9. 黒雲 母 花 賠 岩 , 10. 第 3 紀 及 び 第 4 紀 層 , HH. A 
arth» Hl. 日 立 鉄山 , S. 諏訪 鉄山 , D: AiebE | 
矢印 は 変成 岩 , 大 雄 院 花 剛 較 緑 岩 , ACUTE RPS OAT AES ARTO 


体 と 』 ク ロリ トイ ド 片 岩 を 含む 低 度 変成 岩 類 と が 構造 的 に 完全 に concordant で あり , 
M, Awe GEE RPS ia SD PPI COU NM RDD OM RULOUR ECT AY AER 
岩 が 分 布 す る と いう こと は 注目 され ね ば ば ならない 。 
鈴木 り に よ つ て 発表 され た 本 地方 の 典型 的 クロ リト イド 片岩 の 化学 組成 は 第 1 表 LIT, 
TIE 及び IV に 示さ れ て いる 。 和 之 ら は いずれ る も 閉じ る し く Al。O。, FeEO+ FeO, に と み , 
XM, CaO, NasO, K,0 及び MgO に 乏しい 。 鈴木 は , クロ リト イド 片 着 の 成因 に 関し 」 
Zbik, 石灰 岩 と 五 層 し て いた Al。O。, Fe-oxide に と む 頁 岩 が 動力 熱 放 成 作用 を うけ た 
結果 生じ た と の べた 。 け れ ど る も , BBMIEEWHOT7 OY 4 ER RIOWTRUR(ID 
54) よう に , ふつ う の 粘 板 岩 が 紋 多 作 用 を と も な う 低 度 変成 作用 を うけ る と , SiO,, CaO, 
ァ ル カリ が その 粘 板 岩 及び その まわ り の 岩石 中 に , AR, エピ ドー ト , ABER, BiG, 
旨 長 石 な ど よ ょ り 成 る 細 脈 と な つて 脱出 し , その 結果 , AlO, 及び FeO, Fe。0。 に 閉じ る 


1) BARE: 地質 , 34, 83~109, 113~131, 1927 
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BIR 7A {PY HBRUKRAK LO CRANK 


グロ リト イド 片岩 の 化学 成分 
Sa EG eA RE CET eee ee Bg Le 
: I Il III EW V Wil 
SiO, 51.07 51.08 52.84 §0.25 52.54 32.44 
ne} 2 14 27.41 25.93 25.62 TPMT 39.37 
©,05 66 4.75 6.23 4.93 
FeO 12.10 3.62 6.88 11.28 } 10,99 | S110 
MgO 0.76 0.81 0.60 0.85 0.96 0.42 
CaO 0.26 0.92 0.54 0.28 6.29 20.55 
Na,O 0.88 0.66 St 0.74 0.90 Zook 
Ae) i 0.32 0.59 0.61 0.64 1.08 0.92 
dO; | 0.74 0.62 0.89 0.80 Tae i 
OR tr. tr. ir. tt n.d. n.d. 
MnO 0.24 sale le 0.33 0.35 n.d. n.d. 
Ig. loss 8372 4.36 SZ 4.12 3.00 1,36 
Total | 99.89 | 99.82 100.02 99.86 100.50 100.70 


Lil Ul BU IV: Airtheo7 0) +4 ERS (BAR (1927) に よる )。 
Vi クロ リト イド の 人 残 品 を 相当 も つ 灰 長石 片岩 

VI : 完全 に 灰 長 石 そ の 他 に ょ つて 交代 され た クロ リト イド 片 骨 

VE VI は 城 所 英 彦 (埼玉 大 化学 教 究 ) に よ つ て 分 析 さ れ な た 


Li Ba, CaO, FV AYVRU MgO が 非 党 に すぐ な で グロ リト イド で 且 内 が で きる と 
多い 。 従 つて 日 立地 方 の クロ リト イド 片岩 も この よう な 物質 の 移動 を 伴い つつ 形成 さ れ 
7 の の 0 So CDICHAANSZOlL HICONRLAR, ZVaVbpryHetA 
KEL OFBO BE CHS ZICRAL 筆者 は 次 の よう に 考え る 。 尻 列 作用 を 伴う 低 
度 変 成 作 用 に 際 し て , ARBLEEBS ZERO CaO が 石灰 岩 の 再 結晶 (大 理 右 化 ) に 
際 や て 吸収 され た こと が , クロ リト イド 片 療 の 形成 の 重要 な 原因 と な つた の で は な いか 。 
何故 な ら , 石灰 岩 と 互層 する 粘 板 岩 が は じ め か ら 石 灰 岩 と 全く 対照 的 な 化学 組成 を も つと 
は 考え に くく , し か もそ の よう な 粘 板 岩 は 一 般 に 右 灰 質 で あぁ る と 考え る 方 が 当然 で ある し , 
XX, も し Ca が Al 及 び Fe と 共に (excess SiO, と 共に ) 相当 量 あ れ ば Al, Fe は クロ 
リト イド を 作る た めで な く エ ビ ド ー ト を つく る た め に 消費 され て し まう で あろ うか ら 。 


クロ リト イド 片岩 中 の 次 長石 と その 成因 

本 地方 の クロ リト イド 片岩 の 大 部 分 が 石灰 質 氏 長石 を 令 ん で いる 。 

諏訪 仁 山 附近 で は 第 2 図 で 示さ れ て いる よう に , TOV EA ERROR, まわ り の 石灰 岩 
に 接する 部 分 に 灰 長 石 が で き て いる 。 灰 長 石 を も つた 片岩 は 典型 的 クロ リト イド 片 岩 に 
対し て は 移 化 し て いる が , 片 状 右 灰 央 に 対し て は 極め て 鋭い 境 を も つて 接する 。 ク ロリ ト 
イド 片岩 中 の 灰 長 右 の 産出 は 諏訪 然 山 よ り 南 に ゆく に つれ で て 減る が , 北東 東 , BUS AMEE 
に 向う に つれ て まし て いて , 大 雄 院 花 賠 関 緑 岩 体 の 北西 及び 南東 側 に ある クロ リト イド 片 
岩 で は 第 3,4 及び 5 図 で み ら れ る よう に 常に 多量 の 灰 長 石 が 見 られ る 。 これら の 灰 長石 
FRORE CSL 灰 長 石 は 中 量 の 黒雲 母 及 び 緑 礼 色 角 図 石 と 共に , 源 岩 の クロ リト イド 片 
岩 中 の クロ リト イド , 緑 泥 石 , 絹 雲 母 , 石英 な ど を 交代 し て いる 。 灰 長 石 の 結晶 に は 通常 , 
クロ リト イド 片岩 の 片 理 を 示す ペリ サイ ト 構 造 が み ら れ る が , その よう な ヘ へ リサ イト 構造 
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図 諏訪 鉄山 附近 の クロ リト イド 片岩 と , その 中 の 灰 長 石 の 産 状 
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は , 上 に の べた 交代 作用 が 殆 ん ど 完 全 に 進ん だ る の で は 一 般 に 消失 し て いる (第 6 図 )。 
含 灰 長 石 片 岩 の 中 で , 灰 長 石 , 黒雲 坪 及 び 角 隊 石 の 配列 で 示さ れ て いる 片 理 と 線 理 は , 
源 ク ロリ トイ ドド 片岩 及び 隣接 する 緑色 片岩 , 片 状 石灰 岩 の そ れ ら と 一 般 に 平行 で ある が , 
鏡 下 で は 第 7 図 で 示さ れる よう な 組織 が み ら れ る こと が ある 。 クロ リト イド 片 着 の 中 に 灰 
長石 の で きる 時 に は 相当 激 し い 差 動 運動 が 伴 な つた と 考え られ る 。 叉 , 上 述 の 片 理 と 線 理 
は , 大 雄 院 花 賠 図 緑 岩 体 の 示す 流 理 面 及び その 上 の 流 理 線 理 に ほぼ 一 致し て いる (第 1 図 )。 
クロ リト イド 片岩 中 に 生じ た 灰 長石 , 黒雲 母 及び ANAS SHB LRRAOD X- 
線 粉 末 写 真 の デー タ は 第 2 表 に 示さ れ て いる 。 これ ら の デー タ か ら , READ Man 


第 2 表 KEG RES, A ROKAMHML, 灰 長石 の 
X- 線 粉末 写真 解析 値 。 


Calcic plagioclas 


e Biotite 


a | 1.572-1.578 n.d. 1.675-1.679 

B 1.580-1.584 val Gale 1.680-1.684 
ay 1.584-1.589 . 1.634-1.639 Careers 1.699-1.671 - i 

Me? 0.011-0.012 rds 0.022-0.024 

mado (=)77°-78° 0°-()5° (—)62°-64° 
; ST = X: light bluish bron 

Pleochroism none moderate pleo. Y: deep green 
Z: deep bluish greei 
Hi 7.9 Mad Ties 


oo -COcocvwWO 


4.71 30.8 3.039 28.2 1.892 22.5 
4.06 33.2 2.955 36.0 1.879 23.2 
3.924 27.4 2.832 32.4 1.839 25.3 
3.792 36.7 2.662 27:9 TES) 25.5 
3.630 35.6 2.529 297.2 ead 27.0 
3.469 ips 2.509 29°3 1.720 23.7 
3.370 “29'.8 2.267 2369 1.690 23.4 
3.209 43.1 2.142 30.7 1.607 23.4 
3.213 73.9 2.098 25.5 1.571 227 
3.184 100.0 1.989 23.0 

3-129 41.5 | 1.936 ear 


ANgg Ab, 位 で ある & と が RN 
但し , 大 雄 院 花 論 較 緑 岩 体 の ご く 近 く (20m-60m 位 ) の 所 で は , クロ リト イド 片 着 を 交代 
する 稚 長 石 の 成分 は , その 光学 的 性 質 (n=1.573) か らち みて, 上 述 の 成分 より や や Ab に 
近い らし い 。 クロ リト イド 片 岩 中 の 灰 長 石 は ) し ば し ば 第 7 図 に 示す よう な 興味 ある 双 
上 口 を し て いて —WERAD EIA So 

灰 長石 , 黒 圭 母 及び 角 関 石 に よっ て 交代 され か け て いる , 及び ほな ば 完全 に 交代 され た ク 

aUbk4 EF ee EN 

ap Sk ee eer ess Ye Cie Cay Moi ieen yay, 
ee ee a gis ney ee ee 
AYWO7 UY} 4 FRRBOZOED DICAMMELOBRRE TAK HbO COLIRTTY 
14 FHP 6 BIL VI で 示さ れ て いる よう な 灰 長 石 片 娠 に な る に は 次 の よう な 化学 
組成 上 の 変化 が あつ た と 考え られ る 。 
9Fe, Al(OH),SiA1O, +5FeAl(OH),AISiO;+FeTiO,;+ 18SiO, + 13CaO+ K,O—15FeO 


RUE クロ リト イド {MAPA BK 
=10CaAl,Si,0。 + K,Fe, Al(OH), Al,Sig Oo + CaFeyAl,(OH), pAlySigQy9-+ CaTiSiO, 
KEG Rises AANA tae 


I a i KORO». 全 化学 組成 は , UEO HT OLA AY 7 
AF EHOENEL よく 一 致し , 右辺 の 下線 の ひか れ な た 部 分 の Skips & 全 化 学 組成 
と は 灰 長 石 が よく 発達 し クロ リト イド 片岩 が す つ か り こわ れ て し まつ た 岩石 の Ryn 
と 全 化 学 組成 と に ほぼ 一 致す る 。 所 で , この 式 で の 左辺 より 右辺 え の 変 化 は どの よう な 
条件 の 下 で 行なわ れ た の で あろ うか 。 : 

クロ リト イド 片 着 は 一 般 に 鉄 物 相 で の 緑色 片岩 想 を 特長 ず け る も の で ある 。 一 方 , 上 式 
CI EG A ET FE ドド 片岩 を 交代 し た ANgg Ab, と いう よう な 石灰 質 の 和 倖 長石 , 黒 
圭 母 及 び 角 関 石 より 成る 鉄 物 組合 せ は , ふつ う 角 関 岩 相 又 は それ 以上 の 変成 度 で で きる と 


1) Chayes, F.; Am. J. Sci., Bowen Volume, 85~105, 1952. 

2) Goodyear, J. and Duffin W. J.; Min. Mag, 30, 306~326, 1954 
3) Winchell, A. N. ; Optical Mineralogy, 1952 

4) Seki, Y.; Sci, Rep. Saitama Uni., 1, 223~263, 1954 
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第 3 図 大 雄 院 附近 の 含 灰 長石 ・ ク ロリ HAR 大 雄 院 附近 の 合 灰 長石 ・ ク 
DUA FRBORR 


4 re OPER (第 4 図 は その 一 部 の 
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CHS gray Ray jem 

An: KRBOCETHOZI7 a リト イ 
eye 

GN 電気 右 ( 黒 色 部 ) を も つた 石英 脈 


L: FRARS A: pugs BSB AIRE I 25 F 
CH : KRBE OORT OY bY PES NIKRBHE. DOr 
GR: Altieri Pages クロ リド イド の 残 品 が 僅か に 


みとめ られ る (大 雄 院 附近 ) 


第 6 図 クロ リト イド 片岩 が 灰 長 石黒 圭三 及び 
角 関 石 で 交代 され る 状態 1 っ 5. 
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考え られ て いる (Ramberg, Barth?)), 第 7 図 - 灰 長 右 の 双 品 の 1 例 
然し , 今 , ここ で の さだ 灰 長 石 片 岩 の ま わ > : * : 
VOR BUCH & PERE 検討 じ て み 

る と 石灰 岩 で は , 方 解 石 ~ 黒 雲母 , HRA | 
papers Tifi~REE~ Pie ご 
いう 鉄 物 組 合せ が , Ree CRBem ~~ 
HES, エビ ドー ト RUSH (Ang 
Aby~AnsAby;) DERM SRE CH So 
BIS, FKaket RAR BORTARK 
Mik, 明らか に エビ ドー ト -- ARES 
HOt, 角 関 岩 相 及び ZOVIY7 ER 

す と 思わ れる まう な 組織 , 人 録 物 組成 は 見 
BNW GPO TVA ERO 
分 解 と 灰 長 石 の 生成 は , 前 に あげ た よう 

な 化学 変化 を 伴 つ た , trB ete ko = iM, A の 結 品 は ペリ クリ ン 双 品 を する 。 

EK — }-: SRAHAD 増進 変成 作用 に ( 之 ら の 双 上 唱 の 決定 は 加納 博 氏 が 行 な つ た ) 
よる も の で ある と 考え て も 差 支え な いで あろ うう 。 ここ に 問題 が ニ つの こる 。 

—Ol, TOYA ERB MDORBED C2 と 少 の KK に は どこ で から 来 で 7 クリ 
IT Die FewxE 2iFFORMEW FS AECH So SB OTE ZIV 
テイ ズム を 考慮 する 多く の 人 々 が が 常に 感じ た よう に 非常 に 解決 の 困難 な 問題 で ある 。 し 

し , 第 2 図 で みち られ る よう な 灰 長石 片岩 の 産 状 か ら , これ ら の 物質 の 移動 は クロ リト 
ABEL, それ を と り ま さく 石 灰 岩 (及び 緑色 片岩 ) と の 問 に お こ な わ ね われ た 想 反応 の 結 
果 で ある と 考え られ る 。 Hs, Ca と KU7 TY 14 FRBOURL OAKES (RUSE 
岩 ) か ら 得 られ , 7OVb4 FBO Fe は まわ り の 石灰 岩 (及び 緑色 片 療 ) の 捉 に 吸収 さ 
れ た の で ある ろう 。 野外 及び 鏡 下 の 観察 か らら 考え て , この よう な 物質 移 動 を 伴う 変成 作用 は 
強い 差 動 運動 に よる 岩石 の は げ し いい 変形 と 容 基 変化 を 伴っ つた らし い 。 

第 2 の 問題 は , エビ ドー ト ・ 角 図 岩 相 程 度 の 変成 度 で Ang Ab。 の よう な 石灰 質 針 長 
BREDULT CHERMM- LEFAHTMCEALT CHIEAWA? LW35 TECHS 2 
の 点 , 次 の よう に 考え た ら よ い だ ろ 3 う 。 Al/CaB 大 きい 場合 に は Al/Ca HOKEWKRE 
石 が エピ ドー ト に 代 つ て 出来 や すい と いう 劉 長 石 ・ エ ビ ド ー ト 平衡 関係 (Ramberg) が, 
この 場合 非常 に た 効い て いる らし い 。 Hb, も と の クロ リト イド 片岩 は Al: に と ん で いる か 
ら , エビ ドー ト ・ 角 関 岩 相 の 物理 条件 の 下 で 相当 量 の Ca が クロ リト イド 片 岩 に 加わ つて 
%, Al/Ca が 尚 , エビ ドー ト を つく る より る も 灰 長石 を 品 出 させ る よう な 大 き さ を 保つ て 
いた 。 この た め , エビ ドー ト - 電 長 石 - 黒 雲母 - 角 了 図 石 , 又は ェ ビ ドー ト - 黒 雲母 - 角 関 石 の 
組合 せ が で き な い で , その 代り 灰 長 石 - 黒 雲母 - 角 関 石 の 鉄 物 組 合せ が で きた らし い 。 


~~ 


} FNS RN 
AFY Rab 


1) Ramberg, H.; Norsk Geo]. Tidskr. 24, 42~73, 1944 

2) Barth, T. F. W.; Neues Jahrb. Min. 82, 143~154, 1951 
Barth, T. F. W. ; Theoretical petiolagy, 85~105, 1952 

3) Ramberg, H.; op. cit. 
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低下 変成 作用 と クロ リト イド の 2 次 的 生成 

上 で の べた よう な 灰 長石 片 岩 の 大 部 分 は , Bie, は げ し い 差 動 運動 を と る な つた 低下 談 
成 作 用 を うけ て いる 。 そ の た め 黒 雲母 と 角 隊 石 は 緑 泥 右 化 作 用 を 強く うけ て いる 。 灰 長 右 
は 絹 雲 母 に に た 微細 な 鉱物 1 EO CHMOD & DBBAMIC TO TRAIN TOS, . 
決し て 草 長 石化 作用 , ソー シュ ライ ト 化 作用 を うけ て いな い 。 之 は も と も と の 灰 長石 片岩 
に Na が すく な か つた こと , 低下 変成 作用 に 際 し て Na の 附 加 が な か つた こと , 低下 変成 
作用 の 時 も Al/Ca は エビ ドー ト を つく る に は 大 きす ぎざぎざ た こと に よる の で あろ う 5。 
MRAZ LI, この よう な 低下 交 成 作用 に 伴 な つて , 新た に た クロ リト イド の で きる こ 
と が ある 。 2 次 的 クロ リト イド と いう べき も の で あろ う 。 之 は , 鈴木 が くわ し く 報 告 し た 2 
つの 型 の クロ リト イド の 中 , 十字 型 の も の (1 次 的 クロ リト イド ) の まわ り を rim 状 に と り 
が ポロ グズ UVS ORS SD 

低下 変成 作用 に ょ つて で きた 片 理 と 線 理 は , KEABRBOSNS5 E-RL, BO. Kitt 
GERI OSL ZO LICASNS|RMLICE( —ITSO 

結 論 

1) 典型 的 クロ リド イト 片岩 形成 , その の ちの 灰 長石 の 成長 を 伴う 増進 変成 作用 及び ひ 
きつ づく 低下 変成 作用 の 間 に は 構造 運動 の 面 で 全く ギャ ツ プ が 認め ら な いし , 叉 , 之 ら 三 
者 が 全く 独立 の 変成 サイ クル に 属す る と は 考え らち られ な い 。 これら は , 夫々 , 一 つの 談 成 作 . 
1 の 初期 , 中 期 及 び 後 期 を 示す も の で ある ろう 。 

2) この よう な , 変成 作用 の 初期 と 中 期 と で , クロ リト イド 片 着 を めぐ つて すく な く 
と も Ca の 動き が 全く 逆 で あつ た と 推定 され うる 。 Ho, 初期 に は , 石灰 岩 中 に は さま れ 
roma kD Ca の 除去 (この Ca は 石灰 岩 の 再 結 品 大理石 化 に 際 し て 石灰 岩 に 吸収 さ 
れ た の で ある ろう) PHIT7TAV 11 FR BOCK (RE BE) OS YO, 中 期 に は , か く て 
で きた クロ リト イド 片 岩 へ の Ca 添加 (この Ca は 石灰 岩 か ら 得 られ た と 考 え ざ る を 得 な 
い ) KS AKRAH BOC (TUE Y—} - ARAB) で あぁ る 。 

3) 灰 長 石 に よる クロ リト イド 片岩 の 交代 の 程度 は , AREGERISRE RIC JEU 所 ほ 
ど 閉 じ る し いこ と 及び 灰 長 石 片岩 の 片 理 と 線 理 が 大 雄 院 花 賜 隊 緑 岩 体 の 流 理 構造 に よく 
一 致す る こと か ら 老 えて , KRAOMRE FEI PIERRE AREER RE OBA L 
は は ば 同時 で あつ て , 両者 は 密接 な 関係 を も つて いた と 推定 され る 。 し か し , その 反面 , 
灰 長 石 の 成長 が 大 雄 院 化 韻 隊 緑 岩 体 か ら は る か に は な れ た 南南西 方 向 に まで ひろく 見 ら 
れる こと は , この 増進 変成 作用 が 単なる 大 雄 院 花岡 関 緑 岩 員 入 に ょ る 接触 変成 作用 に ょ る 
る の で は な いこ と を 示し て いる 。 

4) 変成 作用 の 末期 の 低下 変成 作用 は 大 雄 院 花 賠 関 緑 岩 体 の うけ た 包 裂 傍 動 及び 作用 と 
ZITA RRL BASLNSo 


1) X- 線 粉末 写真 に よ つ て , Zi 緑 泥 石 及び BEL DL SSH CaF Yorn 
4¥ a (アル ミ +?) BRR CHE SIM, くわ し いこ と は 未知 で ある 。 
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日 高 帯 猿 留 川 地域 の さぞ ゲ マ タ イト に と も な うぅ 包 有 岩 類 (1) 


Notes on inclusions associated with migmatites at Saruru 
River district in Hidaka, Hokkaido 


my te =. 0n69S0t0zaki 


Abstract: The so-called migmatites at the Saruru River district in 
the southeastern Hidaka Mountains are divided into. two main types ac- 
cording to their petrographic characters, namely, the granitic migmatite — 
and cordierite migmatite. The writer has described, in the present paper, 
the modes of occurrence and microscopical features of various inclusions 
in these two migmatites. 

The imclusions in the granitic migmatite and cordierite migmatite, 
which may be classified into the following groups, viz., the argillo-siliceous, 
calcareous and amphibolitic rocks. The gabbroic inclusion is commonly 
xenolith-like, which is found only in the granitic migmatite. As shown 
in the geological map the gabbroic inclusion occurs along the special! zone. 

The argillo-siliceous and calcareous inclusions are probably explained 
as relics of the original country rocks which have escaped granitization. 
The gabbroic inclusion may be interpreted as a relict dike of the original 
country rocks which have escaped granitization. 


ai Me teas Les 

花 賠 岩 質 岩石 に と る な われ , し ば し ば は , 塩基 性 も し く は 暗色 包 有 岩 が 存在 する こと は , 

一 般 に し られ る と ころ で ある 。 この 包 有 岩 に つい て は ; 最近 , 花 賠 岩 化 作用 の 問題 と 関連 
し て 再 検討 され る よう に な り , これ まで , 花 局 岩 質 岩 石 の 捕 か く 岩 と 巻 え られ て きた も の 
の な か に , 実は , 花 局 岩 化 作用 の さい に , 原 岩 石 が 残存 し た も の も ある と いわ れ て いる J。 
高 変 成 整 の 中 軸 部 を し め る ミグ マタ イト に は , B20cm~5Vcem 程度 の 片 麻 岩 質 あ る 
Wik, ホル ン フ ェ エルス 人 質 の 岩石 が 破砕 岩 よ う の 包 有 有 岩 と し て 合 ま れる こと は , 以前 か ら の 
べら れ て いる 3)。 こ れ に 加え , BRIT CL BARBADOS ( BRICDHT SOL YA 
ら か に な つて きた 。 私 は 日 高 研究 グル ー プ に 属し , 日 高 帯 南部 , 流 留 川 地域 の ミグ マタ イ 

ト を 調査 し て きた が , この 岩 帯 は 花 向 岩 質 ミ グマ タイ ト 及 び 曹 青 石 ミグ マタ イト に 区 別 す 
る こと が で き ぎ , 両 者 の 成因 に つい て は , か な り の 違い が ある こと を 予察 的 に の べ て お いた り 。 
その 後 , 私 は 夫々 の ミグ マタ イト 中 に み ら れ る 包 有 岩 に は , ミグ マタ イト 自身 の 成因 を 反 
映す る も の が あろ うと 差 え , 観察 を 続け て きた 。 包 有 岩 に つい て は , 既に 簡単 に ふれ て お 
いた が が , 本 文 で は , その 後 の 資料 を 補足 し , 花 賠 岩 質 ミ グマ タイ ト と 草 青 石 ミ グマ タイ ト 


* 北海 道 学芸 大 学 函 舘 分 校 地学 教 窒 

1) Goodspeed, G. E.; Amer. Jour. €ci., 246, 51E~525, 1948 

2) 山根 新 次 ; PSRRARU+KELAMAARS RMAAME, 4, 71~105, 
1911 

3) 再 橋 三男 , 橋本 誠二 ; SHOWA. 民 科 地 団 研 専 報 , 6, 1~38, 1951 


4) 外 崎 与 之 ; 地質 雑 , 印刷 中 
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に 伴わ れる 包 有 岩 を , EIS 7TI1 POMMLBMUGDY TORKRW LAI 
: : Ik 2 概観 a 

HGH OMMD Ci, BAR OMY US ¢ OCW So BBINAL OM DV BBE O 
RES TI, FOTW CIR SMI, ホル シン フェルス, 片 状 ホル ン フ エル ス , RR 
片 麻 岩 が , ほぼ, N30°~40°W の 走向 , 30°~50° NE の 傾斜 で , 帯状 に 配列 する 。 = 
れ ら の 変成 岩 類 は 断層 に よ つ て 割 さ 札 る こと が な く , 相互 の 岩 帯 は , 潤 移 的 に 移り 変る 。 

中 流 部 より 上 流 部 に わた つて は , BRO PMPOC SBA TTI 1 PBSSDN 
OM, この 地帯 の な か に は , 音 調 津山 地 と 豊 似 岳 を 中 心 と し た 2 つの ドー ム 構 造 を も つき ミ 


グマ タイ ト の 岩 体 が ある こと が 木崎 甲子 郎 り , 春日井 昭 に よ つ て あぁ あきらか に され て いる 。. 
この は り だ し て いる 2 つの ドー 問 体 の あい だ に は , 花 贈 岩 質 ミグ マタ イト が 麻生 状 に 分 
布 す る 。 ま た , 坦 線 石 や 草 青 石 を 大 型 間 状 変 唱 と する 特殊 な 片 麻 岩 損 ミ グマ タイ トト は 3, 


曹 青 石 ミ グマ タイ トト の な か に か ぎり , 幅 1km HAOPREROCHNTS (第 図 )。 
法 留 川 地 域 の 地質 図 


5 


[8 2 4 Km = 
LV RVA TEVA - 20 FRR YF SVS 3. SR RE 4. 芋 
青 石 ミグ マタ イト 5. 片 麻 岩 質 ミ グマ タイ れれ ト "6. TEBE sy Fp 


7. 夷 煽 岩 質 包 有 有 岩 の 分 布 。 8. 断層 


1) 木崎 甲子 郎 ; 地質 雑 , 印刷 中 
2) 春日 井 昭 ; 地質 雑 , 印刷 中 
3) Fes ; HWE, 62, 114~115, 1956 
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Il BSBI7 71 PHLOEMBHE FT V24I b}OHA 

BBR T7374 bie, BROHROHEML ROCHILICR CO AAL THY, それ を と り ま 
0 AREY LURE AR CS 一 般 に , この 岩石 は 中 鍵 塊 状 , WEE EEL, A 
規則 に 分 理 が が ある が , WAKO HHS SHA, また , 規則 正しい 節理 が で き て さく る 。 
花 賠 農 質 ミ グマ タイ トト は, 曹 青 石 ミ グマ タイ ト 帯 中 に , N30°~40°W の 方 向 に 断続 し て 
分 布 す る レン ズ 状 岩 体 を 作る の で ある 六 , その な ら び の 方 向 は , 変成 岩 帯 の 走向 に ほ ぽ 一 
RIZ, LOB PRS, 優 白 質 を 示し 規則 正しい 節理 が み ら れ る 。 

両 ミ グマ タイ トト は, その 構成 鉄 物 が , HI. 僅 長 石 , 右 英 , 黒雲 母 及び カリ 長石 か らち な 
る が , 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト は 草 青 石 ミ グマ タイ ト に くらべる と , 倖 長 石 , カリ 長石 に と 
み , BEE, GECZLwo Et BMAMMC BEEL 7391 ASS”, 毛 
REGGE, BSBTSUOKML, EMBER 7 T7112, それ ら を 欠き , PHANG, 
GnAG 福 れ ん 石 な ど を 伴う 。 また , 各々 の ミグ マタ イト 中 の 斜 長石 双 品 を , FRE 
<2) の “MRE CBO CHEN ROK. その 結果 , 草 青 石 ミ グマ タイ ト は 変成 岩 
型 に 近似 する の に 対し , 花 賠 岩 質 ミ グマ タイ トト は, 火成岩 型 と 談 成 岩 型 の 中 間 的 性 損 を 示 
し , か つ , その C=- 双 鹿 頻 度 は , ER? OWI, KRHAMO TEM BD T So 

Ill MBBS FV ト に と も な か わ 泌 る 包 有 岩 

花 答 岩 質 ミグ マタ イト 中 に は , BES. ARBABBM, 岩 体 の いた る と ころ に み ら れ 
る が , PFLZPCMMERARE, その 分 布 が 特定 の 範囲 に か ぎら れ て いる 。 次 に 各 包 
BEDER, 岩 質 に つい て の べ る 。 

1. BYEMSH DARE, GARR ANBRAR ACR TESS, 
また , 岩 損 も 複雑 に な つて いる 。 BEAL BROMRIEER VY 7EVAREARA 
み ら れ る が 』 BROPMCUL BVY7LVABARBREWME LR MeO b OMA ILO 
+ ょ うに な る 。 形 は , 一 般 に 統 氏 状 を な し 大 いさ も ほぼ 一 定 す る が , 時 に は , 不 規則 な 雲 形 
駄 に な り , その 周縁 部 や 内 部 に , 優 白 質 脈 或いは BROMMA 伴わ れる (第 2 図 ) o 


第 2 図 


雲 形状 包 有 岩 "性 優 自 質 部 


1) : 花 賠 岩 質 ミグ マタ イト に 少量 ぁ く まれ る 。 

2) 生来 正夫 ; HUME, 56, 441~443, 1950 

3) 生来 正 夫 ; 火成岩 成因 論 ( 上 ), 民 科 地 団 研 , ユー128, 1954 

4) 7 包 有 岩 の 周 緑 に 優 自 質 脈 が 濃 集 する こと は , 包 有 岩 全 体 に みな らち れる 現象 で ある が , 
六合 に は 放し る いう で る る 
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lx BRPAVASBORMAESE (%) 


ーー 


BF A | A 英 | 黒 雲母 | 自 雲 母 | 緑 泥 石 | その 他 zn) 
ere, 12.3 39.2 | 0.8 I 
2 61.9 16.0 19.1 3.0 I 
3 34.4 34.0 31.3 | 0.3 I 
«4 | 33.0 56.0 10.8 | 0.2 I 
he 46.2 22.8 30.7 ges: I 
6 58.0 23.3 16.8 0.7 1.2 iat 
7 | 465 12.0 40.8 | 0.7 Il 
Sleds. 3 32.1 22.4 | 0.2 Il 
«9 | 53.0 40.0 6.9 | 01 ll 
10 19.3 47 73.6 2.0 0.4 1 
11 54.9 12.4 30.6 0.7 1.4 IV 

* Beas 


BAAS 次 の 4 型 に 分 類する こと が で きる 。「. RNY 7tN ARAB! UL. Ka 

Aya, Il, BERRA, IV. ミグ マタ イト 状 包 有 有 岩 。 各 岩 型 の 主 な 鉱物 は , AB 
GREE, SEA, 石英 か ら な り , 他 に , IRE, MRE, BRE Yay, ザク ロ 
Bi, TRIAL, チタ ナイ ト 及 び 鉄 鉱石 な ど が 伴わ れる 。 鉄 物 容量 比 は 第 ! 表 に あげ Bo 
I 型 (第 3 図 , 1) : MABE. BOHRA SN SHAT. Pit, 幅 lmm の 石英 長石 
RO, プ テ イ グマ ティ ツク 杉 曲 を な す 。 粗 粒 な 岩石 ほど , 黒雲 母 が よく 平行 配列 する 。 黒 
SRI Rie ET SR, 時 に , 機 つ か の 個体 が 北 着 し て , 斑 状 に な る も の が ある 。 
@ eg (An 30), 石英 は , 共に 丸 味 を お び た 小 型 な 他 形 結晶 だ が , 稀 に 斑 状 変 唱 を な す 。 

Hl: PRR eee EL. 片 理 に そう 幅 ユー2mm の 優 白 質 脈 に より 貫 状 構造 を あら わ 

o この 包 有 有 岩 は , まえ の も の に くら べ , LOMA BSS, ARA(An30~35) zg. 
半 自 形 性 を あら わす こと , RU, 石英 が 環状 変 品 と し て 成長 する こと な ど が 特徴 で ある 。 
優 自 質 脈 の 部 分 は , と くに , 構成 鉱物 が 大 型 に な りり , か つ , 僅 長 右 の 量 ボ が 増加 する 。 ま 
た , LOMBO SEAD MM shicis, C- 双 卓 *) が 多い (BAB: C=1%, A=50%, 
U=49%, 自 色 部 : C=22%, A=61%, U=17%)。 

IIT 型 (第 3 図 , 2) : COMI, 花 賜 岩 質 ミグ マタ イト の な か で も , と くに , HRI! 
と め ら れる 。 こ れ は 径 10cm 内 外 の , 黒雲 母 を 主 と し た 暗黒 色 の 塊状 岩 で ある が , Met 
は , は つき り し た さか い が な い 。 鏡 下 で は , 岩石 の 中 心 部 が , LA CAMBER RS 
雲母 か ら 構 成 さ れる が , その 部 分 で も , 石英 , 長石 に と むと ころ と は , AM CLH AWB 
締 状 に な つて いる 。 包 有 有 岩 の 周縁 部 は , 代 長 石 , 石英 より な る 基質 中 に , 大 型 黒雲 母 の 単 . 
結 品 が み ら れ る 。 こ の 黒雲 母 の 周縁 部 は , 脱色 され て 白雲 芋 化 する こと が あり , また , B 
SEs, 石英 の 小粒 が ふく まれ , HARE TO TW Bo 

IV 型 : 包 有 岩 は , まえ の も の と 同様 に 粗 粒 な 花 向 岩 賀 ミグ マタ イト に と も な われ る 。 
これ ら は , 丸 味 を お び た 黒 雲母 が 多量 に ふく まれ , 粒状 組織 を 呈す 。 黒 雲母 は , 1x2mm 
の ポイ キロ ブラ スト を つく り , その な か に , 消 光 位 が ちがう 3 数 個 の 粒状 斜 長 石 を つつ みこ 


1) た と えば は , REMOARA FH 0.2x0.3mm APM, AAMOVEAI, 0.7 
xlmm に 達する 。 
2) 和牛 来 正 夫 の 僅 長 石 双 卓 法 に よる 。 
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1. ホル シン フェ ルス 質 包 有 岩 ( 花 賠 岩 質 ミ グマ タイ ト 中 ) 2. CR 
3. ARBARS ( 々 ) 和 4: 産 粧 岩 質 包 有 岩 導 席 弄 ( / 5. pEWpE CA 
IDL) 6. Hyekaee WM 7 ) 7. hiya eaa 


Aa 
If, +=3%, x70 8 BheReaee WIM, +=37, x70 


tro SEA (An 35-40) は , 中 粒 自 形 を な し , BAYER ASL Nm Mab k < HET 
る (C=7%, A=78%, U=15%)o 
2. BRHABH (OWFRBIL, BRRURGLOEPKA( SINS 包 有 岩 の 形 
MERERT A, 露出 断面 に よ つ て は 球状 ~ 円 筒 状 を な すこ と が ある 。 また , BRS 
SIR CBT AB 3k) Walt, 一 般 に その 特異 な 形 , 色調 か ら 母 岩 と は よく 識別 で 


T 
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| Buh 


きる が , し か し , それ ら が ホル ン フ ェ エルス 質 に な る 時 に は , BARA t OPAIAAR 
な こと が ある 2。 

包 有 岩 は , つぎ の 2 型 に 区 別 す る こと が で きる 。 1. BRE. 片 状 岩 。 各 包 有 岩 の お る も 
Aoki, TSAR, BES, 倖 長石 , 右 英 か ら な り , 少量 の チタ ナイ ト , ザク 
ロ 右 , アパ タイ ト お よび 鉄 鉄 石 な ど が と も な われ る 。 な か に , FEBMAREA, ABE 
に 変質 し , 右 英 , カリ 長石 に と む も の が ある 。 各 型 の 鉱物 容量 比 は 第 22 表 に あげ So 


第 2 表 石灰 質 包 有 岩 の 鉱物 容量 比 (%) 


1 G es 

gen? 2 geal RR el MeA REM Ob 備 。 考 
1 | 50.6 30.9 14.8 1.7 ! 2.0|#ea6 
2 | 46.1 26.8 oT | 
3 | 44.1 30.3 23.9 ON 63 1704 ” 
4| 41.0 | 22.0) 12,6 | 20.3 26| 15) ch BR 
5 | 46.7 TORS 32.9 0.9 | 角 関 石 帯 
6 | 35.4 | 22.6 29.7 | 3.5 OZ 35 ” 
7 | 39.1 28.5 | 26.3 3-64) wlidhot i” 

20.7 | 20.4 | 44.0 14.9 
9156.21 8.24) 35 4.6 | 23.2 1.3 
lt! : SREMEORAC, 包 有 岩 中 で は , も つと る も 普通 に なみ ら れる も の で ある 。 この 


型 は , 周縁 部 に 黒雲 母 帯 を 生じ て いる が , 包 有 岩 の 内 部 に は , ARAL DROMMAK t 
DCH NSA b So 
黒雲 母 帯 : 包 有 岩 の 外 被 よ うに , BAR cm で 黒雲 母 が 多量 に 生じ , その 部 分 は 黒神 色 
を お びる 。 こ れ は 等 粒 組 織 を な す が , 造 岩 鉱物 は 角 図 石 帯 に くら べ て 大 型 で あり , か つ , 
黒雲 母 が 包 育 岩 の 長 軸 方 向 に 配列 する 。 黒 雲母 は , 弐 禁 質 包 有 岩 の も の と お な じ く , X- 
VBE ES, a 
し 累 問 構造 が 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な い 。 ARIS, MPR, 斑 状 変 卓 を な する も の も ある 。 
Sama Si 

角 隊 石 帯 : MEAGRE CHK LOT 粒状 組織 の こと が 多い が , と き に , PABA 
ら な る 部 分 と 和 倖 長石 , 右 英 に と む 部 分 と が , 幅 lmm OFGRAHEEOK So 中 心 部 に は 
まれ に , 淡 緑 色 桂 状 の 透 交 石 が ふく まれ る 。 角 了 図 石 は , 0.3~0.5m の 短 柱 状 半 自 形 の も の 
BAoMW, & BVI, Imm に ee os TEUVTAVYIDIERDS SRA, ABs, 

& yim Rae RL, その 量 が 黒雲 母 帯 に くら べ て 滅 少 する 。 
na ee 
う 締 状 岩 右 で ある 。 包 有 岩 の 周縁 部 は , 小片 状 の 赤褐色 黒雲 母 が いち じ る し く 平 行 配列 す 
る 。 こ の 中 心 部 で は , お も に , HA, 緑色 普通 角 図 石 , ARADS ASML, Bwic 
と む 部 分 ( 幅 2.5mm) LP RORE AT VHA, BORAT SR, し ば し ば は, SG 
AAA 3b YSN So AVAIL, 不 規則 な 桂 状 結 品 だ が , と き に は , せん い 状 に 集合 
FALEBDSo MEAL WHUSL ¢ MERLIN CHS ca 


a 


ey 


ROEROERE 


7912, YAY OBIS ZB 
REDS? Holland, H.D., Gotteried, 
ibe 

セイ ロン 産 の 各種 ジル コン を 試料 と し 
て , その 中 に 含有 され て いる -U, Th 等 より 
の 放射 線 に よっ て , 物理 的 性 質 が 異 っ て 
くる こと を 確 め た 。 鉱物 生成 以来 放射 さ 
れ た CHF OHS D (1016me&/mg) を 計 
Siz kb TROD, この DORRKEL TO, 
比重 , 単位 格子 恒 数 (2o, Co), BGA (E, 
©) の 変化 を 図示 し た 。 比重 は D 全 0.2 程 
席 か ら 除 々 に 減少 し は じ め , 1.2 以 上 に 達 
する と 一 定 値 3.96 に な る 。 4@。 及び co は 
D=0.2 附近 か ら 急 速 に 増大 し , 0.4 程 度 

eee. と る 。 ©, @ は 共に D=0.1$ 附 
近 か ら 急速 に 減少 し , 1.2 以上 に Enis 
sey 1.810 に な る 。 KX, D の 増大 
に つれ 次 第 に 等 方 性 と な り , 明瞭 な X 線 
Mick SZ peak を あたえ な く な る 。 Z 
等 の 構造 柳 変化 に つい て , 核 崩壊 に よる 
原子 の 置換 , 結晶 質 ジ ルコ ン の 生成 , 最後 
WEARS NESOD “Bae BAT 説明 
LtWS3_ (Acta Cryst., 8, 291~300, 
1955) (RAI 
7913, RBRBWHICKIIS —HOH 
REOEFE Laves, F 

主 に ペグ マタ イト 及び 花 同 岩 中 の , K 
温 型 と 見 られ る 鈴 長 石 16 個 を , 成分 範囲 
An~39% か ら 選 び , 単 結 品 で Buerger 
@® precession #B% t5Kh t2%4, & 
の 中 , An5~17 の も の は , いずれ る も 一 相 
か ら 成 り , CORBA, 低温 型 草 長 
BE An 30 の それ に 非常 に 近かっ Po 
者 い 関 光 の ある 所 請 peristerite は 之 で , 
関 光 は 苑 深 の 結果 と 見 な され る が , 二 想 


録 


の も の に この 現象 が 常に 見 られ る と は BE 
ら な い 。 之 ら を 熱 す る と (一 例 は 1125°C 
で 8 日 ) 均 質 に な り , 軸 角 は 連続 的 に 変っ 
て , 高温 型 旨 長石 に 似 て くる 。 (Jour. 
Geol., 62, 409~411, 1954) 『 字 留 野 ) 
7914, 7emMB RICA Smtr: bastna-. 
esite Smita, ,,Cisney, 2. A: 

Rhode Island の 西部 附近 に 分 布 す る 
所 調 Redstone 花 賠 岩 中 に , BIRD 
bastnaesitelC eI CO; の 存在 す 
る こと を 確認 し た 。 原 岩 10kg か ら ARE 
し た 数 g の 試料 を 用 いて 実験 し た 。 BF 
に て は 赤 礼 色 を 時 し , 大 き さ は 0.05~0.1 
mm で 柱状 又は 不 規則 な 集合 体 を 示す 。 
屈折 率 は 平均 1.71。※ 線 粉末 写真 は カリ 
フォ ル = ヤ 産 の も の と 一 致す る 。 分 光 分 
析 の 結果 は 多量 の Ce, 少量 の Ca F, La, 
Na 及び 種々 の 稀 土 類 元素 を 含む 。 AK 
Yk, ペグ マイ ト 並 びに 包 有 4 物 の な い 糧 
粒 の 花 賜 岩 中 に 含ま れる 。 (Am. Min., 
41, 76~81, 1956) [横山 J 
7915, SrgeRete Hwy tavorite 及び 
barbosalite Lindkerg, M. L., 
Pecora, W. T. 

ブラ ジル , Minas Cerais の Sapuaia 
ペグ マタ イト 鉄 床 は , fronderite, fahe- 
yite (AHH 7452 BRR), moraesite (AK 
7592 参照 ) EO Hr PBA © HE Lie, 
この 両 鉄 物 も 本 鉱床 か ら HOB < OP 
塩 鉱物 と 共に 産 し , 二 次 的 鉄 物 で ある 。 
Tavorite (iH EL, 極め て 微細 な 結 
品 で あり , 平均 屈折 率 は 1.807, 比重 3.29, 
化学 分 析 の 結果 , 化学 式 は Li Fe(PO,) 
(OH) で ある 。 粉末 写真 は monte rrasite 
に 類似 し , これ と 同様 の 構造 を な す 。 鉄 
物 名 は ブラ ジル の 録 物 学者 , E. Tavora 
に 因む 。 Barbosalite (sR CHA EA 
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TAA 72 LAM 72 Rin CH So 屈折 率 は と = 
1.77, Y¥=1.835, 上 比重 3.60, 化学 分 析 の 
結果 , 化学 式 は Fe,“(PO』)。 (OH), CH 
So X@BAEFKIt, 合成 Fe” Fe” -la- 
zulite & Ae —L, sco-zalite = [Aj 
筐 の 構造 を 示す 。 (Am. Min., 40, 952~ 
966, 1955) CLL 
7916, 新 ウ ラン 鉱物 abernathyite 
Thompson, M. E., Ingram, B. 
27), Emery County に ある Fu- 
emrol No.2 鉄山 か ら , 三次 鉄 物 と し て , 
黄色 の 薄い 板 状 結 晶 が WHS No ABE 
物 は 大 きき 0.5mm 以下 で PHONE 
Ye TCE scorodite, AA, HER, 
PERSE ED o 結晶 は て 001} & {110} 
の 面 か ら な り , EAR To 光学 的 
性 質 は 一 軸 性 負 で , 屈折 率 は で 三 1.570, 
@=1.597, HE 2~3, 計算 比重 は 3.74。 
ヒ 学 分 析 の 結果 , 化学 式 は K(UO。) (As 
O4):4H,O と な っ た 。※ 線 的 研究 か ら 単 
Ar FERS dg=7.17A, c。=9:08 Gz 
間 詳 は P4/nmm で あり , 単位 格子 は 2 
FFE ORS. RMBs, BAS J. 
Abernathy に 因む 。 (Am. Min., 41, 82 
~90, 1956) [横山 〕 
7917, idaho, Boehls Butte の 結 
GBABPORBA, MEERUSRE 


Hietanea, A. 


_ Prichard formation (Precambrian) 
dae CR Bebra komo, この 
Bg Pais BALA, ! 紅 柱 石 , see 
が 共存 し て いる 。「 分布 地域 Smith Ri- 
dge, North Fork Clearvater' River, 
Goat Mountain の: 三 地 域 に 区 別 さ れ , 


夫々 kyanite-andalusite-sillimanite- 


cordierite-gneiss, andalusite-kyanite- 
schsit, kyanite-andalusite-schist } 
BEY, 数 マイ ル 弥 至 十 数 マイ ル に わた っ 
て 追跡 され る 。 =RMRUERE, BE 


母 , 母 岩 等 の 化学 分 析 を 行い ," 屈折 率 等 


But 


を 求め , 更に 薄 片 を 詳細 に 観察 し て , Aly 
SiO; 鉄 物 の 相互 関係 を し ら べ た 。 即ち 和 個 
々 の 薄 片 に 於 いて 次 の 変質 過程 が み ら れ 
る 2。 Bi-Sil, .St(staurolite) >Ky, St 
And, Sil>Ky, Sil->And, Ky-+And, 
Ky+Sil; And>Sil。 之 等 の 成因 は 広域 
変成 作用 の な な ら ず , gabbro, diorite, 
quartz diorite, quartz monzonite 等 
の 炭 成 活動 に よる 熟 変 成 及び 交代 変成 作 
用 が 繰 返 さ れ , 物質 の 導入 , 圧力 及び 温 
度 の 変動 等 が あっ た た めで あろ 3 う 3 う 。 an 
A, 紅 柱 石 及 び 斑 線 石 が 同一 岩石 中 に 相 
接し て 共存 する こと は , ZEA 共に 実害 


な 物理 化学 的 条件 下 で 生成 され た こと を 


示し て いる 。 この 温度 は , RRA CAR 
Aa(An36) が 存在 し て いる 事実 か ら 約 40 
0°C と 推定 され る 。 (Am. Min., 41, I~ | 
27, 1956) (EAI 


BEYBOK NY 
7918, Criffell-Dalbeattic 7a PI@ 
岩 に 関係 する 交代 岩 類 Phillips, W. J. 

Criffell-Dalbeattie 7EMPISHE KOE 
#D Rockcliffe 近く に PETA 多数 の 小 
BRAR BX, 上 昇 し て 来 た (eRe 
岩 栗 に 先立つ 人 各 Navi ZEB 
典 の 含 K 落 液 に よる 交代 作用 に よっ て 」, 
硬 砂 岩 や 頁岩 の ホホ ルン フェ ルス か 生じ 
た も の で ある 。 一 般 に 右 英 岡 緑 岩 質 岩 石 
は 等 料 で ホル ン フ ェ ル スズ に BAL, ホル 
ン フ ェ ル ス が 静 的 な 交代 作用 を 受け た 結 
果 , 少し の 位置 の 移動 も 行わ れず に 生成 
され た も の で ある 。 

右 英 図 緑 岩 質 岩 と 同様 な 鉱物 組成 で 境 
界 の 明暗 な そし て GS Ewe RS ee 
つ 岩 石 が 存在 する が , これ は 或 る 程度 交代 
移動 が 行わ れ て 特徴 的 な 岩 相 を 持つ に 至 
っ た も の で ある 。 = DARE EO 
岩石 は その 導入 状態 と TERE RO 


A Pique 
ae : » 


20, 1955) 


; べ て いる 。 


抄 


録 “gio 
RIC ET ZH marginal porphy- 355, 1955) ‘Ga: 3) 


rite と 差 え た い 。 (Geol. Mag., 92, 1~ 


7919, Arran 島 Central Igneous 
Complex 44590 /K WSs King, B. 
Ge 

Arran BD 中 央 部 を 占め る Central 
Complex (3 BARE DAK KR TE < KY 
巻 か れ , この 砂岩 は 本 Complex 発 達 初 期 
に 於 て 明瞭 に ドー ム 構 造 を 造っ た 。 本 地 
域 の Bates (SRELRBRU その 
FEBS) (CRBC ON SHR ALI BN 
AZMOSBE SU, KEsAComplex 
中 に 譜 所 に 小 分 布 を 示 B, カル デラ 形成 
邊 衣 壊 を ぁ られ た 地 塊 の 残存 部 と 解き され る 。 
主要 な 洗 隆 差 は 3000 器 と 算定 せら れる 。 

MBBS, 右 英 安山岩 , 流 統 岩 の 
順序 で , —HIO BRKT VAY BRO Ba 
( 火 吾 丘 を つく る ), Bre Kila as 
を 噴出 し た 。 最後 に 花 賠 岩 が 生じ た 。 同 心 
円 構造 及び 放射 状 構造 の 配置 は 主要 カル 
デラ 及び 多く の 大 出 中 心 の 位置 に 関係 し 
て いる 。 この 構造 は 玄武 岩 , 北 弧 岩 の 任 人 
と 同様 に BRAERU mM BOB MERE 
し て いる 。 KW RILAE Aba ts 6 
か に 噴出 状態 を 示す が , 後期 の 石英 安 山 
岩 と 流 紋 岩 は 終 入 の 性 質 を 示し て いる 。 
Ems CER SL 移 化す る 所 は な い 。 
前 者 は 常に 周辺 部 迄 同性 質 で , Baz 
作用 を 生え て お り ; Binnein na h’U- 
aimh の 北 で は in situ の 交代 作用 の 産 
物 と し て 現 出 する 。 後 者 は 殆 ん ど 熟 変成 
作用 な く 著 し い tuff contact を 示し , Ah 
MALLU CHALKHEMR S40 ta 
石 の 岩石 学 的 記述 と 化学 成分 を 挙げ る 。 
SiO.—7 VAY —thK, SiO,—-7 VA 
リーCaO 三 角 図 , SiO。 一 酸化 物 変化 図 等 
を 用 い , トレ イア イト , 及び 石灰 アル カ 
リ 岩 系 の 両者 が 区 別 すら れる こと を M 
(QnJ.G.L., 110, 323~ 


(He) 


7920, イン ド toe ALE OHE 
時 代 =Aswathanarayana, U. 

イィ ンド の 始 生 代 の 岩石 同志 の 対比 は 困 
REC. BOS METRIC ES 時 代 決 定 の 助け 
な し に は 満足 に 行か な い 。 本文 は Pb-Li 
~Thyk, @- 耳 e 法 , Rb-Sr 潜 に 依 つて 得 
られ た 多く の 資料 を 比較 検討 し て RO 
山 輪 廻 を 与え て いる 。(M.Y. 三 百 廊 年 ) 


古い る の か ら 順 次 に (1) Dharwar 和 輪廻 は 


2300+100M. Y. (2) Eastern Ghats 輪 
廻 は 16252-75.M. Y. (3) Satpura 輪廻 
yx 95542 40M. Y. (4) Delhi 輪廻 は 73 
5£5M. VCH So ISOM IETS 
上 の 証拠 と よく 一 致す る 。 Krishnan(19 
53) に 依 妃 ば (1) Dharwar の 造山 運動 
Alayiz N.N.W.—S.S.E:; @ Aravalli ss 
Hd DH 169 (N.E.—S. W.) に 連続 する 。(2) 
Eastern Ghats の 方 向 (N. モ ーS.W) は 
Dharwar の 方 向 よ り め 若 い 。 (3) Sat- 
pura OAR (E. N. E. — W.S. W.) vt 
Eastern Ghats より 若い 。 (Am. Jour: 
Sci., 254, 19~31, 1956) [FEI 
7923, 低 度 変成 作用 に よる BE (ja- 
deite) の 成因 De Rosver, W. P. 

ャ レベ ス で は REL ie © FS 
PREMERA BADKS 917 (アル 
I-A) OBBAMAE ALCS {6 
学 分 析 に よる と 。 Mirae RT COG 
物 の 外側 の 部 分 が , より 硬 玉 質 に 富ん で 
いる 。 産 状 は この 岩 右 が 変成 源 で あぁ あるこ 
と を 示し て いる 。 この 硬 玉 は 同時 上 品 紅 と 
BACON SCM BED MEME ED, 草 
長石 っ > 硬 玉 + 石英 の 関係 を 示し て いる 。 
硬 玉 は 安定 な 相 を な し , CORI A 
Bea -V VR eSG) の 低 度 の 広 
域 変 成 の か な り 極 端 な 局部 的 な も の に よ 
る こと が 明らか で ある 。 ビル マ や カリ ホ 
ル = ア 産 の 硬 玉 る 同様 な 成因 と され , お 
そら く 日 本 の も の も そう で あろ 3 う 。 WE 
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の 形成 と た め の 物 理 条件 は HK BAA 
片岩 想 の 低 慶 の 時 の 特別 の 場合 で ある 。 
セレ ベス の 硬 玉 の 生成 の さい の 温度 は , 
低 度 の 広域 変成 の ょ り 普通 の 型 の 温度 に 
相当 し て いる が , LAO PRA BAA 
の 形成 され な い 地 域 の 中 程度 の 広域 の 中 
度 の 広域 変 成 の それ に 上 比較 され る で あろ 
う 。 こ の 研究 の 結果 は ; AABN T-Y 
ー に よる カー ネギ ー の 最近 の 研究 (Yoder 
等 ) の 結果 か ら 導き だ され た 三 つ の 結論 
の うち の 一 つつ (比較 的 低温 , 高圧 の 条件 で 
Beret) に 適合 し て いる 。 (Am. Jour. 
Sci., 253, 283~298, 1955.) [島津 〕 
7922, tam Sierra Leone O7EmS 
B#EORBEA Vladi, M. 

この 地域 に 分 布 す る FAY TY) THO 
(ima BOWA RAD 記載 され, 成因 
OW CRA SNCS. カリ 長石 と し 
CHENG dD OWUBARA 7 CH So 
産 状 に は , PRE 交代 する も る の, AR 
AD 白雲 母 化 作用 を 伴う る も の, thos 
の 間 を 塩 め る も る もの, ペグ マタ イト 中 の る 
の 等 が みち ら れる 。 BARA BARO 
他 の 成分 より 後期 に 生成 され た も の で , 
次 の 過程 , すなわち , KK の 導入 に より , ま 
> IRGC OBA RAD 形成 され る 。 
必要 な K イ オン の 集中 が 行わ れる と , R 
長石 に 作用 し , まず , 白雲 母 を 形成 し , 
最後 に 代 長 石 を 交代 する と 考え られ る 。 
さら に , 徴 余 長石 の 形成 は , 525°C 以下 
の 熱 水 条件 の 下 で も , 集中 が 十分 長 時 間 
に わた り 行 われ れ ば 可能 で ある こと が 時 
MSNA, (Schweiz. Min. Petr. Mitl, 
35, 15£~167, 1955) [島津 
7923, 変成 作用 の 諸 問 題 (変成 作用 の 原 
と 深部 現象 の 問題 ) Semenenko, N.P. 

広域 変成 作用 は 岩 此 活 動 と 構造 運動 に 
依り 左右 され る も の で , ぞ の 帰す る 所 は 
岩 体 の 質 的 変化 で ある が , THA O BIR, 
RAH OBER ICA S BAR ARR HACE 


つて 現われ る 。 温度 及び 圧力 は KR BIE 
の 変数 で , 堆積 層 の 埋没 せる 絶対 深度 に 
は 直接 関係 し な い 。 或 深度 に 於 ける 温度 
は その 場所 に 綱 入 せる 岩 体 の 温度 と 体積 
に より 多く 関係 し , 又 福 曲 帯 形成 過程 に 
於 ける 地層 運動 及び 久 床 を 形成 する に 到 
ZR HOARVEASIL, 地層 間 の 圧力 に 
非常 に 大 な る 差 を 有する 地帯 を 現 出 する 
も ゃ も の で あつ て , 之 は 上 部 堆積 層 に 依り 蒙 
ARAL OUD 重大 な 意味 を 持ち , 
時 に は その 数 倍 に 達する も の と 考え られ 
る 。 之 等 の 条件 下 に 行わ れる DRAKE 
用 は 固 相 状態 に 於 ける 岩石 構成 物質 の 単 
純 な 再 結 晶 化 で は な くし て , 液 -, 気 -, 
固 各 相 の 種々 の 相互 反応 で あり , Ze 
変成 作用 に 於 ける metascmatic な 過程 , 
構成 物質 の 太 大 な 移動 現象 も 意味 する 。 
著者 は 以上 の 見 地 か ら Grubenmann と 
Niggli 等 に 依 つ て 確立 され た 広域 変成 理 
論 に 多く の 実例 を 挙げ て 批判 を 加 へ , 修 
正す 可 き 点 を 指摘 し て いる 。 (Izv. Akad. 
Nauk. SSSR. Sér. Geol., No. 1, 98~ 
113, 1953) (BS) 
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7924 Witwatersrand Df—95y¥ 
# Davidson, C. F. 

南ア フリ カ の Witwatersrand 地方 は 
産 金 地帯 と し て 知ら れる が , 人 金 は 炭素 に 
富む banket 又は 和寿 岩 中 に 富む 。 こ の 記 | 
lx thucholite LU CeHb5n4 urani- 
nite-hydrocarbon aggregate と し て 存 
在 し , FEO Cae CAD F v Skis 密接 な 関 
係 を 有する 。 こ れ 等 の 鉱石 は 漂 砂 鉱床 と 
し て 生じ た と する 考え が ある が , banket 
WOOD AYRMORI, 如何 な る 漂 砂 
鉄 床 よ り る も 放射 能 が 強く , し か る も 関 ウ タラ 
Y BRL LAF OVERSEA TEES SAD 
な い 。 筆者 は この 成因 と し て , SURI 
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DR aPAOBRILN AU, 金 及 び ウ 
ラン は 同時 生成 で ある と 強く 主張 し て 居 
る 。 その 時 期 は lead isotope CENA 
そ 17 億 年 前 と 推定 し た 。(Mining Mag., 
88, 73~85, 1953) (EA) 
7925, Witwatersrand MEOWMBx 
的 観察 Sommerlatte, H. W. A. 
Witwatersrand EO SAizRV TO 
P. Ramdohr に よ ょ る 観察 及び 見 解 を 述べ 
た も の で , Davidson ORMLIACH 
反する 。 即ち 頭 微 鏡 に よる 和 観察 の 結果 , 


| Davidson の 熱 水溶 液 に よる 成因 説 に 対 


し じ , 鍼 石 は 砕 居 生 成 物 で あり , 関 ウ ラン 
Six pebble と し て 存 し , 熱 水深 液 か ら 
生成 され る 時 に 生ずる 妥 質 状 の ERY 7 
YEE 認め ちら れず , RACH, 堆積 


| BIER AN CED, 3 BME BRIDE BPE 


う が , PUCBRRILOS (2 Be LA 
REM CH), 他 に 含 鉄鉱 物 の 変っ た 
も の 或いは 結核 体 等 と し て 存在 し , 金 は 
AU RU 再 結 品 し た も の で , BREE 
り 後 の 生成 で ある 等 , 及び その 他 の 現象 


DS, 熟 水 深 液 に よる 生成 より は 涯 砂鉄 
床 と し て の 生成 を 認め て 居る 。 (Mining 
Mag., 93, 142~152, 1955) [鈴木 


7926, 北 ス エー デン , Skellefte 地区 
の 硫化 鉱物 の 鉱 化 作用 と 広 区 域 花 筒 岩 化 
作用 の 関係 Gavelin, S. 

AHWR OGRE synkinematic 或 い 
は late or post-kinematic Svecofeni- 
an 花 賠 岩 帯 中 の 大 山 岩 及び 片岩 又は Ir 
麻 岩 中 に 脈 状 , 塊状 を な し て 胎 用 し , そ 
Pike COMER RU, 鉱石 鉄 物 と し 


て は 塊状 黄 鉄 鉱 を 主 と し BRORULRB, 


RES, TAG, HELO 他 金 , 銀 , 
= ッ ツケ ルコ バル } 録 等 多種 類 が FFE CIR 


用 右 は 石英 で ある 。 この 釣 化 作用 に 関し て 


次 の 如く 考え て いる 。 即ち 母 岩 の 変質 及 


| びび 記 石 は 後期 造山 運動 に 関 牙 し た ERR 


L 


変成 作用 の 変成 度 と 関係 し て いる 事 と BG 


化 が 後期 造山 運動 に よる 構造 支配 を 蒙っ 
て いる 事 等 より SHikii late-kinematic 


化 賠 岩 化 作用 より 前 で あぁ る 。 次 に 録 床 成 


因 と し て は 片岩 又は 片 麻 岩 中 に 小鉄 体 を 
含む ABH AD 存在 する 事 か ら SHE 
物 有 有機 物質 堆積 岩 が 高度 変成 作用 の 結果 
鉄 床 形成 元素 の 選択 的 移動 を 起 し た と 者 
A, その 原因 を HERE OER Altre Be 
い は palingenesis に 由来 する と し , Ftc 
著者 は 分 離す る 各 久 体 が 全体 と し て Hh 
の 帯状 配列 が な く 又 比 較 的 多種 類 の 共生 
関係 の 線 返 し が BEA RICA BN SRE 
か ら 花 賠 岩 化 作 用 惑 い は palingenesis 
の 結果 の 久 液 の 分 別人 過程 が 不 充 分 で 各 鉱 
体 毎 に それ が 各々 行わ れ た の で は な いか 
と 論述 し て いる 。 (Econ. Geol.; 50, 814 
~831, 1955) (Haft) 
7927, Mexico, Cantera 鉱山 の 地質 
BRUGR Stone, J. G. 

当地 質 は Cantera 断層 (走向 N70°~ 
80°W, 傾斜 50SW) FERRE LT, 北部 は 
Sethe, MRERU これ ら を 綿 く 変 
Meet, 南部 は 中 新 世 集 塊 岩 , 凝灰岩 
及び 流 紋 岩 流 よ りな る 。 SKIS Bil ad 
Cantera 断層 に 支配 され た 浅 熱 水性 角 委 
FERGAL C, Gk hat ik AE PA EPS 
Gh. BiPIGh—> FEA HRB FR Hi 
鉄鉱 > 方 解 石 の 順 で , この 他 に 若干 の 銀 
鉱物 ( 濃 紅 銀 鉄 ? ) EPE Do GAMRIZ 部 分 的 
V2 BAZAR (EARN) & 鉛 ・ 亜 鉛 脈 ( 下 
AER) LIAM THY, これ ら の 鉄 脈 を 切 
つて , NNE 性 の 含 石英 脈 断 層 が 発達 す 
る 。 こ の 断層 は 録 床 生成 と は 直接 の 因果 
関係 は な く , 爽 有 する 石英 脈 は SAEED 
DiRBAVC EPRI O LAC EOC WIRL 
た る の と 思わ れる 6 (Econ. Geol., 51, 
80~95, 1956) [阿部 次 ] 
7928, Jefferson, Howell Z5gnege 
HOTS O ih PRA TE AK RE ¢ SY ERA Ludlum, 
Frc 
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当地 域 の 地質 は Tomstown 苦 灰 質 石 
KK (AY 7 VK) &, COERO An- 
tietam 砂岩 より な り , SRILA KAS 
の 走向 と ほ ぽ 平行 な RE POP 
な し て 発達 する (RIG PEAR SAGAR CH Bo 
顕微 鏡 観 察 の 結果 , その Gites, . 草 
鉄 鉄 っ 早期 苦 灰 岩 化 っ 長石 化 寺 晩 期 苦 灰 
PUG ・ 石英 っ > 図 重 鈴 鉱 > 方 負 鉱 の 順 と 3 
えら れる 。 BRBAOKR 1) 鉱床 は 既 
MON ¢ AIK DAME HEE FERE LT EG 
し て お り , 2) FEBS E UPIRRSASA DS BE 
CHMOD BRB S PEs, 3) HAI To- 
sette, cockade, halo zoning を 示し , 
4) 強度 の 苦 灰 岩 化 作 用 , HE tet 72 BEIGE A 
が 認め られ , 5) 母 岩 の 時 代 は 石炭 紀 , オ 
ルド イス 紀 で ある 等 の 事 が 判明 し , こ 
れ は 所 調 “Appalachian 低温 性 亜鉛 鉱 
床 " の 講 性 質 と 極め て よく 類似 し , 6 
く 白 栓 紀 の 併 入 岩 に 伴 つ た RRM, Blk 
a OT Re eC LA, WRLC 
成 し た も の と 思わ れる 。 (Econ. Geol., 
50, 855~851, 1955) (Baybee) 

7929, PENAI—ICKITS BSR 
SAR Lacy, W..G.,. Hosmer, H. L: 

PERS 0 —OPRSKERIZOVW て それ ら の 
形態 , 構造 , 組織 , 共生 関係 等 を 綿密 に 
観察 し た 結果 , これ ら の 鉄 床 地帯 に は 重 
ma, Tieshyy, pelea shyn OO Bk ys 
解 現象 の 存在 が 確か め ら れ た 。 この 溶解 
FAAS GEAR GE FO ICIS CBRE 
に 行なわ れ た も の で , CORRE TI 
Pb, Zn, Ag を 含ん で いる 。 その 深 解 過 
程 は 大 体 1) 重 卓 右 の 次 解 , 2) 硫化 鉱物 
の 落 解 ( 動 銅 鉱 , FERSKR—-PAME SASK, 黄 鉄 
$k, BPASKONE), 3) 談 酸 塩 鉄 物 の YAR, 
4) TiiESkin, PIR MOVER, の 順序 
で 行なわ れ た も の と 堆 察 され る 。 こ れ ら 
DSA RO 沈 滋 の 機構 を 考察 する に , BA 
ARYANS EASE ICG CT その 成分 を 変化 
THERM, 各 物 質 と の 接触 部 に 於 て も 


ニン 


相互 反応 が 進展 し , か くし て 温度 及び 圧 
力 条 件 の 変化 と 相 修 つっ て. 落 解 , WIR EAT 
な う も の と 考え られ る 。 この 地域 に 於 け 
る 熟 水溶 解 現象 は 結局 , 鉱床 生成 過程 時 
期 の 単なる 温度 降下 に よる も の と 結論 す 
る 事 が 出 き る 。 この 事 に 対し て は Day, 
Allen 12k H &xZ% ba 72s, Hz SO, 
3H,S > 4H,0+4S, (200°C 以下 ) RU 
Hemley に よる Pb 硫化 鉱物 の 落 解 度 の 
研究 結果 , 或 は Miller に よる 温度 & CO, 
圧 に 関す る 研究 結果 等 か ら 容 易 に 説明 さ 
る (Econ. Geol., 51, 6°~79, 
1956) CL Ha) 


Dickéy;~P. Aj ohne. 
Wyoming)i{ Salt Creek 地 方 の Fron- 


tier formation (Cretaceous) (tf 


質 砂 岩 一 シル ト 岩 の BAW (rock asso- 
ciation) か ら な る 。 そ の 最も 産 混 の 多い 
地区 で は , COMBE hLAS<R 
つて お り , Mi/4 の sand-shale ratio 
の と ころ い に oil pool が 集中 し て いる 。 そ 
の 砂岩 量 比 の 大 きい 地区 で は ガス が が み ら 
れる 。 こ の 地方 の 他 に Big Horn Basin 
© Lost Soldier 地方 で る 本 層 は 同様 に 
1/4 の sand-shale ratio の 部 分 に 油 の 集 
積 が 多い 。 また Oklahoma 州 の - Semi- 
nole 地方 の Atoka formation( Pennsy- 
lvania) は 同じ よう な rock association 
で ある が , 1 へ ~10m の 砂岩 単 層 の Vy x 
が 噌 灰色 シル ト 岩 中 に 狭 ま れ て いる 。 こ 
の 層 は 南東 部 で 5000m, 北西 部 で は Om 
VE CRAT So HOT EOHRYHRO 
near-shore zone と 見 位 さ れる 地区 で そ 
の ratio が 0.5~2.0 の 部 分 氷 油 の 集積 
地区 と な つて いる 。 以上 の よう に 夫々 の 
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地方 で 油 を 集積 させ た environmental 
factor の 岩 相 反映 と し CO BRAY te 
rock association ratio 38, 前 者 で は 1/4, 

後者 で は 0.5~2.0 と いう よう に 夫々 特 
定 の 値 を 以 て 代表 され る こと が わか る 。 

以上 の rock association の 他 に bio- 
harmal limestone assoc., quartzose 
sand «& carbonate assoc. 或 は Missi- 
ssippi 河 の =fMlicPlz: birdfoot 居 の 
三角 洲 に 堆積 し た 雲母 質 砂 と シル ト と の 
rock assoeciation な ど 種 々 の 型 に つい て 
論じ た 。 ご の よう に 油 は い ぐ つ か の Bo 
wo RAH (rock association) fic AG 
れる が , その 中 で る も HICKS 岩 相 区 分 
(facies subdivision) 中 に 堅 閉 で ある の 
で , その 意味 で stratigraphic trap に 
於 て は 岩 相 図 に よ つ て 種々 な 型 の rcck 
association を 定量 的 に 表わし て 姜 穴 を 
進め る こと が , 油 の 集積 如何 若しくは oil 
pool の 形 と 伸び を 判定 する 上 に きわ め て 
必要 で ある こと を 述べ た 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 39, 230€~2320, 
1955) [加藤 
7931, スイ ス の Prezlpine Flysch 
に 見 ら 泌 る 方 位 を 示す current stru- 
cture Crowell, J. C. 


ヌメ イス の Prealpine Flysch 中 の 砂 
岩層 に は , 砂岩 堆積 時 に 形成 され た cu- 
rrent bedding; groove cast, load 
cast 等 の 多く の 堆積 構造 (sedimentary 
structure) 示 見 られ , この 構造 は 多く の 
砂岩 層 を 通じ て 著しい 共通 方 向 を 示し て 
いる 。 こ の よう な 堆積 構造 は 堆積 物 が Wi 
Be ROMERO GE, HERO 供給 方 

, 供給 根源 地 等 に つい て 多く の 知識 を 
Ties と は 既に 周知 の こと で ある 。 著 
| Bik これ ら の 堆積 構造 を 次 の 如く 分 類 し 
(写真 を 附 し て ある ), 260 He 
盾 と を ゲイ アグ ラム に より 示し て いる 。 
1. 地層 度 面 上 の な の ; A. Substratal 


lineation(groove-cast lineation, lsad- 
cast lineation), B. Flute cast, C. 
Torose load cast. Il. 層間 中 の ゃ の 
; A. Internal lineation 1. clast li- 
neation(grain lineation, charcoal-fra- 
gmental lineation), a parting linea- 
tion, 8B. Current stratification, C. 
Convolute bedding. ITT: 地層 の 項 部 . 
の もの; A. Ripple marks. 
Gurnigel Flysch の 8 ヶ所 の 断面 線 で 得 
られ な た 方 位 資 料 は 401 ヶ で , この Bite 
WO##2. Gurnigel Flysch は 濁水 
dit (turbidity cutrent) (2k y weertit t 
始 新 世 と の 間 に 北 西方 向 の さして 遠く な 
WHA 5 ES AN, か な り 深 い 海盆 中 
に 沈 積 し た も の で ある と 推論 され る 。 
(Bull. Geol. Soc.Am., 66, 1351~—1384, 
1955) (HA) 
7932, we Lie7ksze Heezen, B.C., 
Ewing, M. 

195442 9 9H, Algeria の Orléan- 
sville 近く に 起 つ た 地震 は , 震央 か ら 
MB OBE PA VC 72O TC KBEAEU SH, そ 
の 際 , HePHERICH SZ SOD 海底 ケー ブ 
WV) BERL io 併 し その ケー プル 和 破損 地 
ULB ROACH A0~ 7 MEO PREC HY, 
認め ちら れる 直接 の 震 災 地域 より 遥か に へ 
だ つた 境 距 離 の 所 に ある の で , 直接 の 地 
震 ェ ネル ギー に よる ケー プル 破損 と は 寺 
え そえ 難く 呈 地 震 に より 生じ た 大 き な 海底 地 
和 j り と 強烈 な 湿 水流 (turbidity current) 
に より 破損 され た も の と 老 え らち られ る 。 7 
ー ブ ル の 破損 し た 地域 の SOME 東 に ある 
Balearic 深海 底 か ら と つた 堆積 物 コ アー 
に つい て の Bourcart の 報告 に よれ ば 
この コア ー 中 の 秘 層 は Algeria の “Pe- 
tite kebylie” 山塊 か ら 来 だ も の で ある 
こと を 示し , 叉 砂粒 が 円 味 を 欠い て いて そ 
れ ら が 風 成 或いは beach 起 原 の も の で な 
いこ と を 示し て お り , 6 BKK 


co 
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り 深 海底 に 運び 出さ れ た も の と 結論 され , 

ERO RIC BA EME 与え て いる 。 
Orléansville 地震 は 和 急 な 陸 棚 斜面 上 の 堆 
積 物 に 濁水 流 を 起 さ せ , この 流れ が 深海 
FRM eMOO CRUEL, 連結 され た ケー 
TE ORL, その 後に その Bin 
を 海底 に 沈 積 させ た も の で あろ 3 う 。 Or- 
léansville 地震 に 伴 な つた 種々 の 出来 事 
及び 地中海 ケー ブル の 和 破損 は TREMBLE VC 
於 け る 濁水 流 の 出現 , 濁水 流 起 原 の 深海 
SMOG HL, 更に 急 傾斜 な 海中 
斜面 上 の 堆積 物 に 対し 地震 が 漁 水 流 形成 
の 』 引 金 的 役割 を 果す 重要 性 を 示す も の で 
ある 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
39, 2505~2514, 1955 (Hal 
7933, EBBOZBOERS t parting 
(HEB) units OB Siow t ZORA 
Ingram, R. L. 

Seyi Mckee と Weir(1958 年 ) が 3% 
表し た 算術 的 分 類 命名 法 に 対し て , X10 
と いう 比 を 対数 的 に 用 いて 対数 的 に 分 類 
MALE A COSA, Stratification oH 
さ に 関し て は Payne(1942) の 分類 よ り 
今日 千 の 主 な 分 類 と 比較 し , lcm 以上 を 
bed, lcm KR を laminae }L, 0.8cm 
以下 (thinly laminated), 0.3~1.0cm 
(thickly laminated), 1.0~3.0cm(very 
thinly bedded), 3~10cm(thinly bed- 


ded), 10~30cm (mediumly bedded), 
30~100cm (thickly bedded), 100cm 
Di_E(very thickly bedded) 2} \, par- 
ting units で は super-thinly parted, 
extra-thinly parted, very thinly par- 
ted. thinly parted, mediumly parted, 
thickly parted, very thickly parted 
と 同じ 区 分 単位 を 用 いて 命名 し て いる 。 
(Bull. Geol. Soc. Am., 65, 937~938, 
1954) (阿部 〕 
7934, HETESO bedding と parting 
OB&lxoyt Gray, H. H. 


Mckee と Weir(1953), Ingram (195 
3,1954) に よ つ て 最近 新 し ぐ 分 類 命名 が 
行わ れ た が , 筆者 は Payne(1942) の 分 
類 命名 法 を 修正 し て 殆 ん ど Payne と 同 
じ 厚 さ の 単位 を 使用 し て 対数 的 に 命名 し 
て いる 。 Payne が fissile, shaly fleggy, 
and massive の 4 段階 を 考え て いる の 
に 対し て 前 の 2 つの 名 前 に 対応 し て thin 
(0.1~lcm), flaggy に 対し て medium(1 
~10cm), massive に 対し て thick(10~ 
100cm), この 外 に O.TemPL Fiz 対し て 
は very thin, tm に 対し て は very 
thick と SRO ZAE 与え て いる 。 
Parting OD #4% bedding と 同じ 命名 
を 用 いて いる 。 (Bull. Geol. Soc. Am., 
66, 147~148, 1955) [阿部 〕 


7935, LAN / YEAR ORES 


Renouard, G. 

レバ ノン 共和 国 の 石油 事情 に 関す る 文 
獣 は これ 迄 線 括 的 な る も る の は 殆 ん ど な く , 石 
油 地質 的 に 地中海 沿 肉 か ら PRT UT VC 
か け て の 油田 地帯 と 一 連 の 関係 に ある 事 
か ら 調 査 資料 を まとめ 将来 の 石油 探査 の 
案内 書 の 様 な 目的 で 書か れ た る の で ある 。 
V7 ¥v tk Henson(1951) WEA TZ 
ビア , R17 Y Oye e Str un- 
stable piatform の 地域 に 属し て いる が が , 
ZMH APFIN, Anayv, VYUTB 
ab, トル ココ 南 部 の 地域 と は 古 地 理 的 に 共 
通し た 堆積 盆地 の 特徴 を も つて いる 。 Ht 
ELEM KRBODAE GSM, AM 
分 は 右 灰 岩 , 白雲 岩 , 泥 灰 岩 , Ms, B 
岩 , 奏 岩 の 厚 い 水 成 岩 系 の 地層 で 下部 ~ 
中 部 ジュ ラ 紀 か ら 現 世 迄 の 地層 が BSL 
て いる 。 特に 層 厚 及び 岩 相 か ら 古 地 理 的 
に 見 て こ の 地域 は 堆積 盆地 の 中 心 部 に 本 
当 し , AE, YAS AOR 石油 地 
質 の 上 か ら 重要 で 有望 な stratigraphic 
oil trap- の 他 に 背 斜 構造 その 他 の 石油 仮 
床 成立 の 条件 に 適当 な trap % 在 在 す る 。 


> 
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湊 青 質 の 地層 る も 広範 囲 に 分 布 し その 有機 
含有 量 も 比較 的 高 率 で ある 。 その 他 多 少 
RRA TR TAT TV}, Bik, 2 ARSON 
BOM GRODM L 平行 こみ らち られ, この 
様 な 油 徴 や 地 折 構造 , 岩 相 か ら 油 の 生成 
の 時 期 は ジュ ラ 紀 以前 で あろ うと BHA 
れる 。 し か も これ 迄 に 開発 の 目的 で HHO 
た 油井 は 僅か に 2 箇所 の み で 深部 に つい 
て の 状況 は 明確 で な い が , この 地域 は 種 
々 と 開発 に 適する 条件 を 有 し て いる 事 か 
5, 将来 の 探査 開発 が 期待 され て いる 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 39, 
2125~2169, 1955) (3H) 
7936, BRO TRXUS OBE 
Renz, O., Lakeman, R., Meulen, E. 
Venezuela 北西 部 の Lara IN CBE 
と 始 新 世 の 頁岩 は HABE ABic, BF 
PEOBAT BEL slab を 含ん で いる 。 
この よう な 外来 物質 の 起源 は , 類似 の 現 
人 象 が 世界 の 各地 で 既に 知ら ち れ て いる よう 
に , Arz8 YEE Hbj— (submarine sliding)”’ 
に より 説明 され る 。 既 ち 比較 的 安定 な 
Maracaibo shelf と 攻 次 沈降 する Bar- 
quismeto trough と の 境界 地域 に , BE 
Sik 始 新 世 の 沈 積 中 , 拉 曲 と 断層 帯 が 
発達 し , 海底 断層 崖 が 形成 され た 。 この 
HERE > ABO AAA Barqui- 
sme‘o trough Oizo CDRS, 
BES HEL teertkD normal sequence 中 
に 厚い 外来 物 を 含む 地層 を 形成 し た の で 
ある 。 こ の 外来 物 の 運ば れ た 距離 は 最も 
近い る の で 30km と みな され る 。 Caro- 
na, Paragilito で は BAO hic gra- 
ded bedding を 示し て いる MwA a 
PRL THY, Kuenen'1950) に より 
20a X N72 BK (tubidity current) に 
ょ る 沈 積 物 と 考え られ る 。 BAe (WE 
地 志 に よる 外来 物 を 含む 層 ) は 細 粒 砂岩 , 
BELEBL> それ ら は 朋 か に 深い 静か 
な 環境 に 移動 沈 積 し た 事 を BRL TW So 


(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 39, 
2053~2067, 1955) (aa) 
7937, 戸 油 母 岩 中 の 石油 及び BAY 
Hunt, G. M., Jamieson, G. W. 
Levorsen (1954) は free oil が 頁岩 及 
び 石 灰 岩 中 に 一 般 的 に 発見 され な いこ 
を 指摘 し , 彼 の 石油 成因 説 を 展開 する 上 
で の 有力 な 拠 所 と し て いる が , 著者 等 は 頁 
a Ae PC 液体 炭化 水素 , 固体 炭化 
水素 の 両方 が 普通 に 含ま れ て いる こと を 
KBR Lo 即ち 油 砂岩 中 に 発見 され る 原 
油 の heavier fraction に 類似 する 液状 
炭化 水素 , 原油 の アス フ ア テル トト 部 分 に 上 類 
似 す る アス フ ア ァ アルト, 及び 焦 深 青 の 性質 
を る もつ 不 沙 性 有機 物 で ある ケロ ジン の 3 


e 


種類 を 分 離し た 。 上 述 の 炭化 水素 類 は あぁ 


る 種 の 赤色 頁岩, WA, 変成 岩 類 を 除い 
て 殆 ん ど 全 て の 堆積 岩 中 に 含ま れる 。 然 
し 頁岩 及び 石灰 質 頁 岩 が 最大 量 の 炭化 水 
素 と ケロ ジン を 含む 。 これ ら 液 状 炭 化 水 
素 , アス フ ア ル ト , ケロ ジン の 分 布 量 は 
同一 堆積 委 地 内 で も 各地 層 毎 で 異な り , 
赤 同 一 地層 内 で も 異 岩 相 間 で 異な る 。 堆 
積 岩 の 地 質 時 代 , 或いは 埋没 深度 と 炭化 
水素 の 量 と の 問 に は 特定 の 関係 は 観察 さ 
WECo YER toe a Ve CCM ioRy 
7 Bt OYE RVEL DO ReAETKIEO EDS, 
既に 固 結 し た 地質 時 代 の 水 成 岩 に 較べ て 
少量 で ある こと で ある 。 これ は , 扱わ れ 
た 現世 堆積 物 の 炭化 水素 が 堆積 環境 の 本 
Mick), KEKE SAPDROAD, BG 
い は 現世 堆積 物 中 の アス フフ アルト , ケロ 
ジン 類 か ら , 続 成 作 用 中 に 新た に 石油 が 
一 般 的 に 生成 され る か の 何れ か を 示す る も 
の で あろ う 。(Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 40, 477~488, 1956) (HA) 


ーー 


FRAY 


7938, BaTiO。 一 SiO。 系 の 平衡 関係 
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Rase, D. E., Roy, R. 

この 系 の 中 間 の 化合 物 と し て Ba Ti Si 
O;, BaTiSi,O,, BaTiSi;O,, 28 2 423 
る 。 BaTiSiO, ix#§87%G(CaTiSiO,) H Ba- 
analogue に 相当 する る も る ので, 1400°C 
Sh, BaTiSi,O, は 1250° で 話 融 す 
Bo Sky benitoite に 相当 する BaTiSi。 
Og は 熱 水 的 に 合成 する こと が 出来 , 965? 
以上 で は BaTiSi2O。 と SiO, に 分 解す 
%, SiO, + Ba TiSi,O,,. BaTiSi,O, 
BaTiSiO;, BaTiSiO, と BaTiO, ix 3& 
融 関 係 に あり , その 共 融 点 は 夫々 , 1245° 
(成分 SiO270%), 1246“( 成 分 Si0。63%) 
及び 1260°( 成 分 SiO。2996) で ある 。 Si 
Og 5C~759。 の も の に つい て は , LP 
1.70~1.88 の ガラ ス が 容易 に 得 ち られ る 。 
BaTiO; の 等 軸 一 六方 の 転移 点 は SiO。 の 
少量 の 添加 に より 急激 に 上 昇 し , COR 
高温 度 は 1575° CHS (REZ Ba TiO, 


に 於 いて は 14609)。 BaTiO, 中 に 固溶体 


と し て 含ま れ 得 る SIO, ORAL SHH 
型 に 於 いて は 8%, 六方 型 に 於 いて は 4% 
で ある co ( Jour. Am. Cer. Soc., 38, 
3888~395, 1955) [長谷 川 〕 
7939, CaZrO, の 製法 と 性 質 Nadler, 
M.R., Fitzsimmons, FE. S. 

Rye Tz ZrSiO。 &, ZrO, & Ca(OH), 
CaCO。, CaO St Of RIS k OCH 
造 す る こと が 出来 る 。 最 も 良好 な BIS 
ZrO, と CaCO。 を 当量 に 混合 し , 最終 温 
BE 1850° Ve MAL CH SNS これ は 
99% 以上 の CaZrO; を 含有 し , 遊離 CaO 
は 極め て 微量 で ある 。 こ の 線 膨 服 係 数 は 
稽 高く , 25°13002 間 に 於 いて , 11.5 x 
10-6 per °C で ある が , 急冷 急 熱 に 対し 
CHECHSZ, RM, BeO, Al,O,, MgO, 
ZrO, 等 と 1500“ 以下 に 於 いて は BIG L 
な い が , SIC RB AVA EERIS LAW 
(Jour. Am. Cer. Soc., 38, 214~227, 
1955) CRAIID 


7940, BEAO ニオ プ の 野外 に 於 ける 
定量 法 Ward; F. N., Marranzino, 


Nb が BARE CNS ICL) 
eB 上 る され が が エー デル RE 
ある こと を 利用 し て , 岩 右 中 の 微量 の Nb 
(50~2000p.p.m.) を 定量 で きる 。 MH 
試料 0.2gr を 4gr の NaHSO, で Reh 
し , 酒石酸 溶液 に 溶解 する 。 この 落 液 の 
一 部 を とり, 塩酸 酸性 と し , NH,CNS 
深 液 を 加え エー テル と 共に 振 湯 し , 水深 
液 の 部 分 を 取り 去る 。 エー テル 相 中 に , 
Fe’’, MoV 等 の 坊 害 元 素 を 除く た め Sn 
Cl, 薄 液 を 加え て 居 元 し , 再び 水深 液 を 


捨て て Nb-thiocyanate の み を エー テ 」 


ル 相 中 に と ど め る 。 この エー テル 沙 液 を 
Teh y CHRL TRRLL, その 黄色 
を Nb OPERAS HATS 
95% 程度 で ある が , 操作 が 容易 な た め , 
簡単 な 試薬 , 器具 を 携行 する こと に より 
野外 に 於 け る 岩 右 鉱物 中 の Nb の 定量 に 
利用 で きる 。 (Anal. Chem., 27, 1325~ 
1328, 1955) (RAIN 
7941, 潤 土 類 元 素 の 分 離 に 関す る 研究 
(※): トリ ウム 及び 納 土 類 の 新 沈 虹 法 
Hagiwara, Z. 

Th 及び 稀 土 類 を 含 を 溶液 を PH 1.0~ 
1.1 YOSRRRL. .=4vle diethyl oxalate 
(CoH 5)2C,0, を 加え , 75°~80° (IWS 
と 上 述 の 元素 は 夏 酸 塩 と し て MIT So 
age L7z Th, La, Ce, Pr, Nd, Y &¢4 
む 溶 液 に つい て 吟味 し , = OVER Oh 
Hy, 分 析 に 利用 され る こと を 確 め , モナ ズ 
Aba 5D Th, 稀 土 の 新 抽 出 潜 及 び 分 本 
潜 を 提案 し た 。 MBE LR t+ RGR 
He H,SO, 及 び HCIO,(6C%) Aye 
し , 硫酸 溶液 と し , bio HRI LOT 
Th RU HLMOBRHO AS 分 離す る 
こと が で きる 。 ( Tech. Rep. Tohoku 
Univ., 20, 77 へ 90, 1956) (KAI) 
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投稿 規定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 
1. 論文 は 和文 と し , 原稿 用 紙 に 横 書 , 常用 漢字 を 用 い , MRURESH CHLY 108 
(9 ポイ ィ イント 活字 で ) 以 内 と する 。 
2. 図 は 白紙 又は 青色 印刷 の 方 有 眼 紙 に 野 双 は 黒色 イン ク で 大 きく 書き , 1/2 又は 1/3 な 
ど に 縮図 する に 適する よう に 文字 や 記号 を 大 きく 書く こと 。 図 の 数 は 出来 る だ け 少 くす 
ES (Bs 
3. SASSER tL CBBC SOP 42 (BS, 掲載 誌 又 は 単行 書名 , , 
頁 , 年 )。 
4. 英文 要約 を 附 す る 場合 に は 完全 な 英文 と し ,。 ZEVA プラ イト する こと 。 
5. 別刷 り は 部 数 を 原稿 に 指示 する こと 。 但し 費用 は 著者 の 自 弁 と する 。 
6. 投稿 論文 は 受 附け 順に 印刷 する が , 本 誌 の 発行 が 隔月 で ある 導 , な る べく 内 容 に 種々 
の も の を 人 れ た い の で , 必ず し も この 順に 依ら な い 場 合 が ある 。 
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Rase, D. E., Roy, ing 

この 系 の 中 間 の 化合 物 と し て Ba Ti Si 
O;, BaTiSi,O,, BaTiSi,O,, 28 存在 ず 
Zo BaTiSiO, vx¥g7q(CaTiSiO;) O Ba- 
analogue に 相当 する も る ので, 1400°C 
SRL, BaTiSi,O, は 1250° で 疾 融 す 
Bo Skin benitoite に 相当 する BaTiSi。 
Oy は 熱 水 的 に 合成 する こと が 出来 , 965? 
以下 で は BaTiSi,O, & SiO, ic 分 解す 
2 SiO, & BaTiSi,O,, BaTiSi,O, & 
BaTiSiO;, BaTiSiO, と BaTiO, は 共 
融 関 係 に あり , その 共 融 点 は 夫々 , 


1245° 
(成分 Si0,70%), 1246“( 成 分 SiO。63%) 
及び 1260( 成 分 SiO。29%) で ある 。Si 
0, 50~759% の も の に つい て は , 屈折 率 
1.70~1.88 の ガラ ARBAB 5NSo 
BaTiO, DAHA OEE Atk S1O.0 
少量 の 添加 に より 急激 に 上 昇 し , COR 
高温 度 は 1575° CHS (MRE Ba TiO, 


“WH THX1460°) 5: BaTiOg iz fare 


と し て 含ま れ 得 る SiO。 の 最大 量 は , aot 


型 に 於 いて は 8%, 六方 型 に 於 いて は 4% 
CHB, (Jour. Am. Cer. Soc., 38, 
388~395, 1955) [長谷 川 〕 


7939, CaZrO。 の 製法 と 性 質 Nadler, 
M.R., Fitzsimmons, E. S. 

Hot te ZrSiO,g を ZrO, と Ca(OH), 
CaCO,, CaO St OM MBI KOCH 
造 す る こと が 出来 る 。 最 も 良好 な Mx 
ZrO, & CaCO, を 当量 に 混合 し , BRR 
度 1850° ye BAL CH ONSZS これ や は 
999% 以上 の CaZrO, を 含有 し , 遊離 CaO 
は 極め CHE CHS = ORME IE BS 
RAH, 25°~1300° FIZ TC, 11.5 x 
10-6 per °C で ある が , 急冷 急 熱 に WL 
て 安定 で ある 。 BeOAI OF MgO, 
2rO。 等 と 1500° DLR IZHY ThE KIEL 
TWD, SIC BU AVG LEKI LAW 
(Jour. Am. Cer. Soc., 38, 214~227, 
1955) (BAI 


PPA 


$2 8 ¥ 


ーー 


7940, "岩戸 中 の ニオ ブ の 野外 に 於 ける 
定量 法 Ward, FN., Marranzino, 
A. P. 


Nb が 酸性 溶液 中 で , CNS’ CLUB 
feEl, 且つ これ が エー テル に HAC 
ある こと を 利用 し て , 岩石 中 の 微量 の Nb 
(50~2000p.p.m.) を 定量 で きる 。 MM 
試料 0.2gr を 4gr の NaHSO, で at 
し , 酒石酸 深 液 に 落 解 する 。 この 藩 液 の 
一 部 を とり , 塩酸 酸性 と し , NH,CNS 
次 液 を 加え エー テル と 共に 振 洛 し , 水深 
液 の 部 分 を 取り 去る 。 エー テル 相 中 に , 
Fe’’, MoV 等 の 妨害 元 素 を 除く た め Sn 
Cl, MRE A CHILL, 再び 水深 液 を 


eS 


捨て て Nb-thiocyanate の みみ を エー テ 


ル 相 中 に と ど め る 。 この エー テル 落 液 を 
Feby CHRRL TRREL, その 黄色 
を Nb の 標準 溶液 と 比 希 する 。 
95% 程度 で ある が , 操作 が ABAD, 
簡単 な 試薬 BRETT Sot EY 
BINA Seago Nb の 定量 に 
利用 で きろ る 6 (Anal. Chem., 27, 1325~ 
1328, 19535) CRAIN 
7941, REMBCLRODRICMS SWF 
(※): bY VLRURBLBOMARE 
Hagiwara, Z. 

Th RUMLIAY & TARE PH 1.0~ 
112 a88hl, =nl<e diethyl oxalate 
(CoH 5)9C,0, を 加え , 75°~80° IWS} 
と 上 述 の 元素 は 夏 酸 塩 と し て WIT So 


ase L72 Th; La, Ce, Pr, Nd, Y 423-4 
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